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交流の輪広がる友情

舞 台

開会式

時間…午前10 時～10時30 分（開場は午前9時30分）

中 国 文 化 芸 術 交 流 団 特 別 公 演

時間…午前10 時40分～午後O時15 分

中国文化芸術交流団は、日中友好と両国の文化発展を目的とし、

本場中国でもなかなか見られない民族音楽・舞踊・京劇・気功・

雑技・絵画・書道の一流の人たちを集めて、1987 年（昭和62年）

に発足しました。

今回は家族みんなで楽しめるバラエティーに富んだ内容でおく

る特別公演です。

Ｏ中国東北音楽舞踊（獅子舞＝写真上＝）…1頭の獅子を2人で演

じ、獅子の威厳を迫力とともに見事に表現

Ｏ二胡・揚琴演奏（喜洋洋・紫竹調・里の秋の3曲）

Ｏ雑技（中国皿回し＝写真右下＝）

Ｏ剣舞 （酔剣）

Ｏ中国マジック

Ｏ二胡独奏（空山鳥語・花・競馬の3 曲）

Ｏ雑技

Ｏ気功雑技…卵や電球を壊さずにその上

を歩きます

Ｏ揚琴独奏（清江の春・桜の2 曲）

Ｏ雑技（トランプの芸）

Ｏ雲南省舞踊（白孔雀）･‥秦民族の踊り

で孔雀の美しさを生き生きと表現

Ｏ口技（声帯模写）…動物から乗物まで楽しさいっぱい

Ｏ雑技（一輪車）

Ｍ ＩＥ Ａ の 広 場 （ 世 界 の エ ン タ ー テ イ メ ン ト ）

時間…午後1 時30 分～3 時10 分

和太鼓…大太鼓 、小太鼓 、平太鼓や琴を使って 、「夜叉」「夢幻」

「郷」などを演奏　 日本舞踊…外国人が中心となって、「真室川音

頭」「串本節」を披露　胡弓演奏…「スヶ一ダースワルツ」中国民

謡「瑪依拉」などの演奏　 着付舞…「さくらさくら」［武田節］な

どの曲にのせて着物を着上げていく着付けパフ ォーマンス　フラ

ダンス・日本の創作舞踊

人口と世帯　9申日々
● ●　=I

亠･IL1

人口

男

女

世帯

464,614 人 ［＋

235,139 人 ［＋

229,475 人 ［＋

180,627 世帯［＋

主な内容

229］

監査結果の公表

特別展・幕末徳川の城

市民健康づくりの集い

情報チャンネル

③

④

⑤

⑥⑦

封松戸市国際交流協会( ＭＩＥＡ＝みいあ) は、市内在住外国人との国

際交流等を通して、互いの文化と知識を共有し、地域活動から世界平和に

貢献しようと1990 年( 平成2年)3 月に設立されました。

｢日本や世界の文化について、楽しみながらみんなで考えよう｣ をテー

マに行ってきた松戸市国際文化祭を、設立10 年を記念して一層充実させ、

今年は市民会館を会場に開催します。

事前の申し込みは必要ありません( どなたでも入場できます)。ご家族

そろって楽しめる内容です。皆さんのご来場をお待ちしています。

日時…10 月23 日(土)午前10 時～午後3時30 分( ホール開場は午前9時30 分)

会場…市民会館

費用…無料( 世界のグルメコーナー、バザーは有料)

[贋鞜松戸市国際交流協会昔366-7310

※ホームページでも国際文化祭の内容がご覧になれます。

http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp厂miea/

世 界 の グ ル メ コ ー ナ ー

時間…午前11時～午後2時

ガーナ料理…ガーナカレー、ビーンズシチュー、フライドライス

バングラデシュ・中国・韓国・インドネシア料理…ビーフカレー。

春巻き、お茶たまご、ソート（インドネシアのスープ）など

フィリピン・ドイツ料理…ワッフル、ゼリーなど

タイ・中国・マレーシア料理…トムヤムクン、デザートなど

ネパールのチャイ（お茶）

会
場
…
市
民
会
館

松
戸
市
国
際
交
流
協
会
設
立
1
0
週
年
記
念

廁
戸
市
国
際
文
化
祭

見
て
み
よ
う
　
驚
き
の
中
国
伝
統
芸
能
と
雑
技

世
界
の
人
形
の
展
示
（
昨
年
）

展 示 部 門

時間…午前10時～午後3時

201会議室…カンボジア・ネパールの民芸品

のバザーや写真パネルなどの展示

202 会議室…ワカ国語で話そう！をテーマに、

外国語を使った簡単なゲーム、紙芝居など

※子ども歓迎。ゲームは午後1時～IE侍30分と

午後2時～2時30 分

203 ・ 204 和 室 …尺八･ 琴の生演奏を聴さながら、本格的な

茶会（裏千家）を味わってみませんか？〔会場で参力［］予約

券（無料）を配布 、午後O 時30 分～1 時45 分お茶会〕

談 話室 …水墨墨彩画の実演と展示

ホー ル ・ホ ワイ エ …① 草月流生け花の展示

② 世界の人形 ・おもちゃの展示〔世界の民族

衣装を着て記念写真を撮る（フィルム代実費）

こともできます〕

6
5歳
以

上

の
人

に

、
介

護

保
険

の

説
明

に

伺

い

ま

す

市
で
は
、
1
0
月
５
日
か
ら
1
1
月
に
か
け
て
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
六

十
五
歳
以
Ｌ

の
高
齢
者
の
い
る
ご
家
庭
す
べ
て
を
訪
問
し
、
介
護
保
険

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
、
利
用
の
方
法
を
説
明
し
、
同
時
に
簡
単
な

ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

訪
問
す
る
の
は
、
徐
松
戸
巾
福
祉
公
社
の
協
力
会
員
で
、
従
事
者
証

を
携
行
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃

介
護
保
険
準
備
室
ａ

涯
・
7
3
7
0

市

は

、
９
月
2
7
日

「
オ

ウ
ム
真
理

教

対
策
会

議
」

を
設
置

し
、

ま
た

、

信

者

の
転
入
届

は
受
理

し

な

い
こ
と

を
決
定
し

ま
し

た

。

最
近

の

「
オ
ウ

ム
」

の
動

き
を

警

戒

す
る
市
民

の
声

が
高

ま
っ
た
こ
と
、

ま
た
、

９
月
定

例
会

に
お

い
て

「
オ

ウ
ム
真

理
教

の
活
動
を

制
限

し
、

住

民
の
平
和

な
暮

ら
し

を
守

る
た
め

厳

正

な

る
措
置

を
求

め
る
意
見

書
」

が

可

決
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も

の
で
す

。

市
民

の
平
和

な

暮
ら
し

を
守

る
こ

と
は

、
市

の
責
務

で
す

。
市
民

の
皆

さ
ん
と
力

を

合
わ

せ
、「
オ

ウ
ム
」
の

拠
点

づ
く
り

を
阻

止
し

、
住
み

よ

い

松

戸

を
守

っ
て

い
き
た

い
と
考
え

て

い
ま

す
。

ぜ
ひ
、「
オ

ウ
ム
」

に
関
す

る
情
報

の
提

供
を

お
願

い
し
ま

す
。

圃

安
全

課

昔
3
6
6・
7
3
4
1

オ
ウ

ム
真
理

教
対

策
会
議

を

設
置

ド
イ
ツ
コ
ー
ナ
ー
の
展
示

（
昨
年
）

日

時
1
0
月

割
盲
口
㈲
午
前

９
時

か
ら

一
時
間

程
度
〔
雨
天

の
場

合
3
1日

凹

清

掃
場
所
公

園

や
道
路
な

ど
公
共

ス

ペ

ー
ス
　

酒

掃
方

法
道
路

や
公
共

ス

ペ

ー
ス
に
散
乱

し
て

い
る

ご
み
を
市

が
配
布

す

る
ご
み
袋

（
燃

や
せ

る
ご

み
用

・
燃

や
せ
な

い
ご
み
用

・
資

源

ご
み
用

の
三
種

類
）

に
種

類
別
に

分

け
て
集

め
て

く
だ

さ

い
。

※
町

（
自
治

）
会
に

よ

っ
て
は

、
日

時

が
異

な
る
場

合
が

あ
り
ま

す
。

確
認
し
て
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
家

庭
か
ら

出

る
ご
み

は
、
出

さ
な

い
で
く

だ
さ

い
。

河

川

清

掃

ク
リ
ー
ン

デ
ー
の
一
環
と
し
て
、

川
沿

い
（
坂
川

、
新
坂
川
）
の
ご
み

拾

い
な
ど
の
清
掃

を
行

い
ま

す
。

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ

い
。

日
時
1
0月
2
1日
㈲
午
前
９
時
～
Ｈ

時
〔
雨
天
の
場
合
3
1日
韭
〕
　

集
合

場
所
坂
川
親
水
広
場
・
松
戸
神
社
・

栄
橋
・
坂
川
橋
・
新
松
戸
駅
前
大
橋

圃
川
を
き
れ
い
に
す
る
課

登
莇
・
Ｉ

９
Ｊ

Ｑ

り

９

り

圃
環
境
部
業
務
課
第
一
係

登
3
6
6
・
７

秋
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ
ー

参

OI,｜

バ,IIr

桜の花を咲かせてみませんか

新松戸駅西口広場道路改良事業 ②



広報まつど 1999年(平成11年)10月5日

江
戸
川
沿
い
に

桜
の
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か

私
た
ち
日
本
人
は
、
春
を
告
げ

る
心
の
花
と
し
て
、
い
つ
の
時
代

に
お
い
て
も
、
桜
に
慣
れ
親
し
ん

で
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
そ
の
桜
の
花
を
松
戸

の
代
表
的
な
水
辺
空
間
で
あ
る
江

戸
川
沿
い
に
長
期
に
わ
た
り
植
樹

し
、「
江
戸
川
千
本
桜
」
と
い
う

名
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
江
戸
川
堤
防
周
辺
の

敷
地
な
ど
に
桜
の
苗
木
を
植
え
、

千
本
桜
実
現
の
た
め
協
力
し
て
く

だ
さ
る
人
に
、
桜
の
苗
木
を
お
分

け
し
ま
す
。

こ
の
桜
の
苗
木
を
お
分
け
し
ま
す

市有地を定価で売り払います
市では 、市有地( 下表物件一覧) の定価売り払いを行います。

受付期間…10 月５日火～10 月19 日火､午前9 時～午後ら時(土・日曜日、

休日を除く)

応募要領…管財課・各支所で配布

申し込み先…管財課( 市役所新館6 階)

固管財課管財係容366-ﾜ3 諂

売り払い物件一覧

対
象
・：
市

内
に

、
桜

の
苗
木

を

植
え

ら

れ
る
敷

地
を

お
持

ち

の
人

（
配

布

本
数

に
限

り

が
あ
り

ま
す

の
で

、
江

戸
川
堤
防

周
辺
の
人
を

優
先
し
ま
す
）

品
種

…
ソ

メ
イ

ヨ

シ
ノ
と

サ
ト

ザ

ク

ラ申
し
込
み
本
数
…
一
世
帯
五
本
以
内

（
桜
は
成
長
が
早
く
、
大
き
く
な
る
の

で

、
余
裕

の

あ
る

敷
地
に

植
え

て
く

だ

さ

い
）

申
し

込
み

方
法

…
1
0月
1
5
日

吻

〔
消

印

有
効
〕

ま

で
に

、
往
復
（

ガ
キ
に

記

入
要

領
に
従

っ
て
必
要

事
項

を
記

入
し

、

お
申
し

込
み

く
だ

さ

い
。

配
布
日
時
…
1
1
月
６
日
田
・
７
日
㈲

午

前
９

時
～
正

午

配

布
場
所

：
市

役
所

地
下

玄
関

前

※
配
布

す
る
桜

の

苗
木

は
、
松

戸
ユ

ー

カ
リ
ラ
イ

オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
か
ら

寄
付

さ
れ
た
も

の
で

す
。

問

み
ど

り
と

花

の
課

登
3
6
6・
７

３
７

物件番号 所在地 現況地目 実測面積 売り払い価格

物件１ 松戸字神田10 副 番ﾜ 宅地 191.40m2 ∠囗,534,000 円

物件２ 新松戸東11 番1 宅地 130.00m2 22,994,000 円

物件３ 新松戸東11 番15 宅地 18ﾜ.ﾜ2m2 31,38ﾜ,000 円

物件４ 新松戸東11 番1ﾜ 宅地 130.00m2 22,994,000 円

物件５ 新作3丁目1164 番2 宅地 161.90m2 26,665,000 円

物件６ 新作3丁目1164 番4 宅地 128.92m2 25,1ﾜ8,000 円

物件ワ 六高台ﾜ 丁目巧9 番 宅地 216.59m2 3ﾜ,4ﾜ0,000 円

物件８ 六高台ﾜ 丁目160 番 宅地 216.2ﾜm2 3ﾜ,415,000 円

物件９ 六高台ﾜ 丁目1 副 番 宅地 215.91m2 3ﾜ,352,000 円

※上記以外に栃木県那須郡那須町大字高久乙遅山33「ｱO番1510 、同番1511 、

総面積ﾜ､845.50「圧の土地（那須ハイランド地内）も売り払いを行います。

ＪＲ新松戸駅西口広場

道路改良事業を

実施します

Ｊ
Ｒ
新
松
戸
駅
は
、
一
日
約
四
万

人
の
通
勤
・
通
学
者
等
の
人
た
ち
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
へ
の
往
来
手
段
と
し
て
は
、
バ

ス
や
自
家
用
車
に
よ
る
送
迎
あ
る
い

は
自
転
車
、
徒
歩
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
駅
へ
の
道
路
形
態
は
、
駅
前
広

場
へ
の
集
中
型
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
駅
前
広
場
は
混
雑
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
歩
行
者

が
車
道
を
横
断
し
た
り
、
違
法
駐
車

に
よ
っ
て
車
線
が
狭
く
な
っ
て
し
ま

い
、
交
通
混
雑
に
拍
車
を
か
け
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
道
路
状
態
を

見
直
し
、
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
し

た
快

適

な
交
通

体

系
に

す
る
た
め
に

市

は

、
平

成

７

年

に
「
新

松

戸

駅
交

通

対

策
懇
談

会
」

を
設
置

し

、
地
元

連
合
町

会

、
商

店
会

、
関

係
機
関
と

協
議

を
重
ね
て

き
ま
し
た

。
そ
し

て
、

改
良
事

業

の
一
環

と
し

て
平
成
1
0
年

度
に

は
Ｊ
Ｒ

武

蔵
野
貨

物
線

の
ア

ン

ダ
ー
パ
ス

の
こ
う

配
を

緩
和
し

て
歩

行
者
・
自
転
車
道
の
改
良
を
行
い
ま

し

た

。

今

後

の
改
良

事
業

（
平

成
1
4年

度

完
了

予

定
）

と
し

て

は
、
高

齢
化

時

改良計画図

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
手
続
き
の
援
助
・
代
行
等
）
が
ス
タ
ー
ト

各
種

の
福

祉

サ

ー
ビ

ス
は

、

今
後

、
自

ら
が
サ

ー
ビ
ス
を
選

択
し
て

、
サ

ー
ビ
ス

を
提
供
す

る
者

と
契
約
を
結
び
利
用

す

る

方
向
で

見
直
し
が

進
め
ら
れ
て

い
ま

す
。
契
約
を
結

ぶ
に
あ
た

り

、
判
断

能
力
が
十

分
で
な

い

人
は
自

ら
の
判
断
で

適
切
に
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
ら
れ
な

い
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
権
利

擁
護
事
業

」
は
そ
の

よ

う
な
人

が
住
み
慣

れ
た
地
域

で
安
心

し
た
生
活

が
送
れ
る
よ

う

、
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利

用
手

続
き
の
援
助
や
代

行
、
福

祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
支
払

い

な
ど

を
行

う
も
の
で
す
。

▼
仕
組
み

こ
の
権
利
擁
護
事
業
は
、
利
用

者

の
意

同
を
踏

ま
え

て
策
定

す

る

「
支
援
計
画
」

に
基
づ

い
て
、
社
会

福

祉
協

議
会
と

利
用

者

が
契
約
を

結

び
、

具
体

的
な
援
助

は

「
生
活

支

援
員

」

が
実

施
し

ま
す

。

▼
援

助

の

内

容

次

の
よ
う

な
援
助
内

容

が
必
要

に
応
じ

て
実
施

さ

れ
ま
す

。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情

報

提
供

、
助
言

等

②
福
祉

サ

ー
ビ

ス
の
手

続
き

の
援
助

（
申
し

込
み

手
続
き
同
伴
・
代
行
、
契
約
締
結
）

③
禍
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払

い
等
④

苦
情
解
決

制
度

の
利
用
援

助※
な

お
、
こ

れ
ら

の
援
助

に
関
連

し

て
日
常

的
な
金

銭
管

理

が
行

わ

れ
る
場

合

が
あ
り
ま

す
。
実

際

の
援
助

は
、
担

当

の
生
活
支

援

員
を

決
め

て
実
施

し
ま

す

。

▼
利

用

料

相

談

や
具
体

的
な

支
援
計

画

の

策
定

に

か
か

る
費
用

は
無

料
で
す

が
、
生
活

支
援

員
に

よ
る
援

助
に

か

か
わ

る
費
用

は
、

原
則
と

し
て

利
用

者

に
負

担

（
実

費
相
当

額
程

度
）

し

て

い
た

だ
く

こ
と

に
な

っ

て

い
ま
す

。

▼
実

施

機

関

社

会
福

祉
協

議
会

で
す

。

稍一
月

Ｉ
囗

か
ら
相

談
業

務
を
開

始

、
1
1月

中
旬

か
ら

援
助

サ

ー
ビ

ス
の
提
供

を
開

始
し
ま

す

。

※
詳

細
は

お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。
廴

黯
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
公
沺

･
　
O
l

にａ

０

３

代
へ
の
対
応
を
含
め
、
歩
道
を
最
大

限
に
広
げ
、
歩
行
者
と
車
両
の
流
れ

を
分
け

（
改
良
計
画
図
参
照
）
、
安

全
で
円
滑
な
交
通
体
系
の
確
立
と
快

適
な
歩
行
空
間
や
環
境
施
設
空
同
等

を
確
保
す
る
な
ど
の
改
良
を
行
う
予

定
で
す
。

工
事
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

圜

道
路
維
持
課
維
持
係

登
莇
・
７
３

10/10( 祝)

か ら

65歳以上の

ひとり暮らしの人へ

一声運動を実施

市

内
に
居

住
す

る
六

十
五
歳

以

上
の
ひ

と
り

暮
ら
し

の
人

に
巫

只

電

力

㈱
松
戸

営
業
所

お

よ
び
市

営

水

道

の
料
金

徴
収

業
務

を
受

託

し

て

い
る
第

一
環
境

㈱
の
検

針
員

が

検

針

時
に
声

か
け

を
行

い
、
励

ま

し

や

安
否

の
確
認

を
す

る
一
声

運

動

を
1
0月
1
0一日
か
ら
実

施
し
東

天

今

後
も
公

共
サ

ー

ビ
ス
機
関

に

よ
る

高
齢
者

支
援

網
を

拡
大
し

て

い
く
予

定
で

す

。

麺

な

が
い
き
課

整
備
係

登
鰯
・
７

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明

る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
六
十
八
　
虫
歯
が
一
番
多
い
年
代
は
中
高
生

一
九
五
七
年
か
ら
六
年

ご
と
に

実
施
さ
れ
て
い
る
、
厚
生
省
歯
科

疾
患
実
態
調
査
と

い
う
統
計
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
調
査
を
、
群
馬
県

太
田
保
健
所
の
小
泉
信
雄
予
防
課

長
が
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
虫
歯
の

多
い
時
期
が
小
学
校
低
学
年
か
ら

中
学
生
へ
と
次
第
に
高
年
齢
化
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
具
体

的
に
は
一
九
五
七
年
で
小

学
校
低
学
年
に
も
っ
と
も
虫
歯
が

多
く
、
高
学
年
、
中
学
、
高
校
と

減
少
し
て

い
た
の
が
、
一
九
七
五

年
に
は
小
学
校
高
学
年
で
で
き
る

虫
歯
の
本
数
が
低
学
年
の
そ
れ
を

上
回
り
ま
し
た
。
一
九
八
一
年
以

降
で
は
、
中
学
生
が
虫
歯
増
加
の

ピ
ー
ク
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も

高
校
生
の
三
年
間
で
で
き
る
虫
歯

が
小
学
校
六
年
間
並
み
の
平
均
二

本
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
傾
向
は
、
近
年
、

若
年
者
に
従
来
成
人
病
と
呼
ば
れ

て

い
た
、
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
と
無
関
係

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
中
高
生

の
こ

の
よ
う

な
問
題

は

、
受

験

勉

強

の
た

め

の
生
活

リ
ズ

ム
の
乱

れ

に
加
え

て
、

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト

ア
や
自
動

販
売

機
、
ま

た

フ
ァ

ス
ト

フ
ー

ド
の
多
食

な

ど
、
周

り

に
食
生

活

が
乱

れ
て
し

ま
う
要

因

が
あ

ふ
れ

る
時
代

に
な

っ
た
こ

と

も
、

大
き

な
原

因

に
な

っ
て

い
る

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
と

そ

の
周
囲

に
現

れ
る
疾

患

は
、
そ

の
後

ろ
に

さ
ま

ざ
ま
な

生

活

環

境
の
乱

れ

が
あ
る
こ

と

の
証

明

に

な
っ
て

い
る
の
で
す

。
検

診

で
虫
歯

や
歯

周
疾

患
を
指

摘

さ
れ

た
と
き

、
虫

歯

の
こ

と

だ
け
で

な

く
自
分

の
生
活

全

般
に

つ

い
て

振

り
返

っ
て
み

る
と

将
来

の
健
康

を

維
持
す

る
た

め

の
ヒ
ン
ト

が
見

つ

か
る

は
ず
で

す

。

虫
歯

や
歯

周
疾

患
の
予

防
は

歯

ブ
ラ

シ
だ
け

で
は

な
く

、
生
活

習

慣
の
見

直
し

が
と

て
も
重
要

だ

と

い
う
こ

と
を

理
解
し

ま
し

ょ
う

。

（

松

戸

歯

科

医

師

会

）

明
第
二
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

1
0月

１
日

に
明

第
二
地
区

在
宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

が

開

設

し

ま

し

た

。在
宅
介

護
支

援
セ

ン

タ
ｒ

は
、
在

宅

で
寝

た
き
り

や
痴
呆

で
日

常
生
活

に
介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
と
、

そ

の
介

護
者

の
負

担

を
軽
く

す

る
た

め
に
、
在

宅
介

護
に

関
す

る
相
談

を

受

け
、

必
要

な
保
健

・
福
祉

サ

ー
ビ

ス
の
紹
介

・
連

絡

・
調

整
な

ど
を
し

て

い
ま

す
。

圜

明
第

二
地
区

在
宅

介
護
支

援
セ

ン

ハガキ記入要領
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り
立

っ
て

い
る

。

し

か
し

な

が
ら
、
他

の
条

例
を
受

け
て

の
規

程
化

を
す

る
場
合

は
、
そ

の

関
連
性

が
適

切
か

ど
う

か
の
検
討

が
必
要
で

あ
り

、
更

に
、
市

民
の
理

解

を

得

る
た

め

の

わ

か
り

や

す

さ
、

透
明

性

の
確
保

を
得

る
た

め
の
慎
重

さ
が
求

め
ら

れ
る
と
こ

ろ
で

あ
る

。

圓

朝

の

三

十

分

を

お

お

む

ね

二

分

の

一

の

職

員

で

四

週

間

を

単

位

と

す

る

交

替

制

に

つ

い

て

当
局
で
い
う
、
当
初
、
冬
期
に
限

定

し
て

実
施

さ
れ
て

き
た

こ
と

、
交

通

混
雑

緩
和

対
策

と
し
て

社
会
的
要

請

を
受

け
て

き
た
こ

と

、
ま
た

、
国

際
的

に
も
我

が
国

の
労
働

時
間
短

縮

と

い
う

流

れ
の
中

で

の
情
況

、
近

隣

市

で

の
動
向

な
ど

、
当
時

の
社
会

情

勢
を
踏
支
え

実
施
し
て
き
た
こ
と

は
、

一
応

理
解
で

き

る
と
こ

ろ
で
あ

る
。

し

か
し

な
が
ら

、
前

に
も

述
べ
た

と
お

り
、
職

員

の
勤
務

条
件

は
条
例

主
義

で
あ

る
。
こ

の
こ

と
か

ら
す

る

と
、
市

民

か
ら
容

認

さ
れ

が
た

い
と

こ

ろ
で
あ

る
。

な
お
、

本
件

に
つ

い
て
は

、
平
成

1
1
年
８
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
時
差

通
勤

に
よ

る
朝

の
三

十
分

の
職
務
専

念
義

務

の
免
除

を
廃
止

し
た

と
こ

ろ

で

あ
る

。

困

午

後

５

時

か

ら

午

後

５

時
1
5

分

ま

で

の

休

息

時

間

に

つ

い

て

当

局

と
し
て

は
、
休

息

時
間

の
取

口

方

の
趣
旨

か
ら
す

れ

ば
好

ま
し

い

状
況

で

は
な

い
が
、

勤
務

時
問

の
途

中

に
休

息
時
間

を
置

く
よ
り

は
終

わ

り

に
置

く
方

が
、
業

務

の
中

断

を
す

る
こ
と

な
く
事

務
効

率
を

高
め

、
市

民

サ

ー・
ビ

ス

の
低

下

を
招

か

な

い
、

と

い
う

判
断

か
ら

や
む
を

得
ず
設

定

し

た
も

の
で

あ
る

。

な
お

、
本
件

に

つ

い
て

は
、
平

成

1
1
年
８
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
一
部

見

直
し
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、

本
来

の
休
息

時
問

と

い
う

趣
旨

か
ら

す
れ

ば
決
し

て
好

ま
し

い
状
況

と
は

い
え

ず
、
改

善
を

図
る

べ
き
で

あ
る

と
判
断

す

る
。

㈲

規

定

以

外

勤

務

の

実

態

に

つ

い

て規
定

さ

れ
て

い
る
勤

務
時
問

以
外

に

お

い
て

、

午

前

８

時
1
5
分

以

前

に

事

前

準

備

を

し

て

い

る

場

合

、

午

後

５

時
3
0
分

か

ら

午

後

６

時

近

く

ま

で

業

務

打

合

せ

、

残

務

整

理

を

し

て

い

る

場

合

等

、

市

民

サ

ー

ビ

ス

を

柔

軟

的

、

機

動

的

に

行

う

た

め

に

、

い

わ

ゆ

る

「
サ

ー

ビ

ス

残

業

」

と

し

て

従

事

し

て

い

る

職

員

も

多

い

と

こ

ろ

で

あ

る

。

以

上

、

述

べ

て

き

た

と

お

り

、

朝

の
三

十

分

に

つ

い

て

は

、

職

員

の

勤

務

条

件

に

つ

い

て

の

条

例

化

に

当

た

っ

て

は

、

既

に

、

均

衡

の

原

則

及

び

情

勢

適

応

の

原

則

を

十

分

反

映

さ

せ

た

も

の

と

し

て

規

定

化

さ

れ

て

い

る

。
　

ヽ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
’

し

た

が

っ

て

、

条

例

ど

お

り

実

施

す

べ

き

で

あ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

本

市

当

局

は

、

交

通

混

雑

緩

和

対

策

と

し

て

の
社

会

的

要

請

、

ま

た

、

国

際

協

調

か

ら

、

我

が

国

の

政

策

と

し

て

の

勤

務

時

間

の

短

縮

、

更

に

、

近

隣
市
の
動
向
な
ど
か
ら
職
務
専
念
義

務

免

除

と

い
う

決

定

を

行

い

継

続

実

施

し

て

き

た

。

こ

の
こ

と

に

つ

い

て

は

、

市

長

の

裁

量

権

の

行

使

と

し

て

は

適

切

で

あ

る

と

は

言

え

な

い
も

の

の
、

必

ず

し

も

違

法

・
不

当

と

ま

で

は

言

い
切

れ

る

も

の

で

は

な

い
。

よ

っ

て

、

違

法

・
不

当

に

は

至

ら

な

い

の

で

、

請

求

人

が

主

張

す

る

不

労

所

得

相

当

分

の

給

料

の

返

還

は

認

め

ら

れ

な

い

。

ま

た

、

午

後

５

時

か

ら

午

後

５

時

1
5
分
ま
で
の
休
息
時
間
に
つ
い
て
は
、

業

務

の

継

続

性

を

重

視

し

、

市

民

サ

ー

ビ

ス

の

低

下

を

招

か

な

い
と

い
う

判

断

か

ら

、

や

む

を

得

ず

執

務

時

間

終

了

後

の

整

理

時

間

と

し

て

位

置

付

け

、

勤

務

時

間

の

終

わ

り

に

置

い

て

き

た

と

こ

ろ

で

あ

る

。
こ

の

こ

と

は

、

決

し

て

好

ま

し

い

状

況

と

は

言

え

な

い

が

、

職

務

に

支

障

の

な

い
範

囲

内

に

お

い

て

認

め

た

も

の

で

あ

り

、

職

務

専

念

義

務

違

反

に

は

当

た

ら

な

い

こ

と

か

ら

、
必

ず
し

も

違

法

・
不

当

と

は

言

え

な

い

。

よ

っ
て

、

違

法

・
不

当

に

は

至

ら

な

い

の

で

、

請

求

人

が

主

張

す

る
不

労
所
得
相
当
分
の
給
料
の
返
還
は
認

め

ら

れ

な

い

。

千

葉

県

屋

外

広

告

物

条

例

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

屋

外

広
告
物

の
表
示

や
設
置

に

つ

い
て
は
千

葉
県
屋

外

広
告
物

条
例
等

で
規
制

を
行

っ
て

い
ま

す

が
、
良
好

な
景
観

の
形
成

、
安

全
な
街

づ
く

り

お
よ

び
規
制

緩

和

等

の
観

点

か
ら

、

次

の
と

お
り
条

例

ふ
地
行

規
則
な

ど

の
改
正
が
さ
れ
、
平
成
1
1
年
1
0
月
１

日

か
ら

施
行

さ
れ
ま
し

た

。

主

な
改
正
点

①
第

一
種

お
よ

び
第

二

種
低

層
住

居
専
用

地
域

が
原
則

と

し
て
禁

止
地

域
に

②
屋

外

広
告
物

設

殼
許
可

期

間
が
一
年

か
ら

最
長
三

年

ま
で
延
長
③
高
さ
が
四
片
以
上
ま
た

は

、
一
表
示

面
積

が
十
平

方

び
以
上

の

広
告
物

に

つ
い
て
、
管

理
者

の
設

殼
を
義
務
づ
け
④
一
般
車
両
お
よ
び

鉄

道
車
両

に
表
示

し
、
設

置

す
る
広

告
物

に

つ

い
て

も
、
規

制
を
設

け
た

⑤

許

可

基

準

が

、

改
正

さ

れ
た

⑥

「

広
告

物

活

用

地
区

」
、
「
景
観

保
全

型

広
告
整

備
地
区

」
、
「
広

告
物

協
定

地
区

」
と

い
う

新
た

な
地
区

制
度

を

導

入
し

た
。

圜

県

都
市
部
公

園
緑

地
課
屋

外
広

告

物

担
当

登
㈲
・

愬
・
３
９
９

６

、
市

建

築
指

導
課

庶
務
係

昔
莇
・
７
３

６

ご

存

じ

で

す

か

？

検

察

審

査

会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪

の
被
害
に

あ

い
、
警
察

や
検

察

庁
に
訴
え

た

が
、
検
察

官

が
そ

の

事
件

を
起
訴

し

て
く
れ

な

い
。
こ

の

よ
う

な
不
満

を

お
持
ち

の
人

は
検
察

審
査

会
に

ご
相
談

く
だ

さ

い
。
相
談

や
申

立
て

に

つ
い
て

の
費
用

は
一
切

無
料

で
、
秘
密

は
固
く

守
ら

れ
ま

す
。

懿

松
戸

検
察
審

査
会

事
務
局

登
沺
・

教

育

委
員

会

会

議

を

開

催

1
0
月
2
8
日
米
午
後
３
時
か
ら
　
会

場

只
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圜
教
育

奮
貝
会
総
務
課

昔
莇
・
７
４

違

反

建

築

防

止

週

間

1
0月
1
1
日
床

～
1
7日

㈲
は
、「
違
反

建
築
防

止
週

間
」

で
す

。

期

間
中

の
重
点

事
業

と
し

て
、
警

察
署

・
消

防
局

・
建
築

関
係
団

体
等

の
協

力
で

、
1
0月
1
5
日

銜
に

「
一

斉

公

開

建
築

パ
ト

ロ

ー
ル
」
を

実
施
し

ま
す

。

違
反

建

築
を

な
く
し

、
住

み
よ

い

街

づ
く
り

に

ご
協

力
く

だ

さ
い

。

類

建
築

指
導
課

建
築

指
導
係

登
鰯

・

米

穀

販

売

業

（
小

売

業

・
卸

売

業

）

の

更

新

お

よ

び

新

規
登

録

申

請

手

続

対
象
平
成
８
年
６
月
以
降
に
販
売

業
の
登
録
を
受
け
た
人
お
よ
び
新
規

に
政
府
米
ま
た
は
自
主
流
通
米
の
販

売
を
始
め
た
い
人
　
申
請
期
限
1
0月

丿
囗
糜
ま
で
　
申
請
先
卸
売
業

＝
県

農
林
部
農
産
課
、
小
売
業
＝
主
た
る

販
売
所

が
市

内
の
場
合
、
市
農
政
課

申
請
用
紙
の
配
布
卸
売
業
＝
県
農
林

部
農
産
課
、
小
売
業
＝
東
葛
飾
支
庁

産
業
課
お
よ
び
市
農
政
課

．
脊
録

要

件
卸
売
業
＝
年
間
販
売
見
込
数
量
四

千
精
米
討
以
上
、
袋
詰
精
米
を
製
造

す
る
た
め
の
と
う
精
施
設
を
有
し
て

い
る
こ
と
等
、
小
売
業
＝
お
米
の
販

売
を
行
う
た
め
の
売
り
場
そ
の
他
の

常
設
の
事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

等
　

申

請
手
数
料
卸

売
業

＝
十
万

円
、
小
売
業
＝
九
千
円

、
二
店
舗
目

以
上
は
五
千
円
を
加
算
（
千
葉
県
収

入
証
紙
で
納
入
）
　
登
録
日
等
1
2月

１
日
伽
か
ら
三
年
間
有
効

懿
県
農
林
部
農
産
課
容
㈲
・
愬
・
２

８
９
０
、
市
農
政
課
農
政
係

昔
莇
・

地

方

自

治

法

第

二

百

四
十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

平

成

1
1年

フ

月

９

日

付

け

を

も

っ
て

提

出

さ

れ

た

「

松

戸

市

職

員

措

置

請

求

書

」

に

つ

い
て

、
同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り
監

査

を

実

施

し

た

の

で

、

そ

の

結

果

の

概

要

を

次

の

と

お

り

公

表

し

ま

す

。

平

成
1
1
年

８

月
2
4
日

松

戸

市

監

査

委

員

中

西
　

務

川

村

幸
信

石

井
　

弘

藤
井
弘

之

監

査

の

実

施

１

請

求

人

の

証

拠

の

提

出

及

び

陳

述請

求
人

に
対
し

て
、

地
方
自

治
法

第
二
百

四

十
二
条

第
五
項

の

規
定
に

基
づ
き
、
平
成
1
1
年
７
月
3
0
日
新
た

な
証

拠

の
提
出
及

び
陳

述

の
機

会
を

与
え

、
こ

れ
を
行

っ
た

。

２

請

求

要

旨

の

概

要

松

戸
市

職
員

の
勤

務
時
間

は
、
市

条

例
及

び
規
則

で
午
前

８
時
3
0
分

か

ら
午

後
５

時
1
5分

ま
で

、
途

中
四

十

五
分

の
休

憩
時

間
を

除
き
実

働
一
日

八
時

間
と

規
定

さ
れ
て

い
る
。
更

に

、

こ

の
勤
務

時
間

の
中

に
三
十

分

（
四

時

問
ご
と

に
十

五
分

）
の

「
休
息

時

問
」

を
置

く
も

の
と

規
定

さ
れ
て

い

る

。し

か
る

に
松

戸
市

は
、「
職
務

に
専

念
す

る
義

務
の
特
例

に
関
す
る
条
例
」

を

拡
大
解

釈

の
う
え

、
全
職

員
を
二

班

に
分
け

、
各
班

の
交
替

制
に

よ
り

、

出

勤
時
間

を
三

十
分

遅
ら
せ

る
勤

務

制

度
を
実

施
し

て

い
る
。

更

に

、
午

後
５
時

か
ら
午

後
５

時

1
5分
ま
で

の
、
勤
務
時
問
帯
に
「
休

息

時

問
」

を
設

け
、
実

質
的

に
勤

務
時

問

を
十
五

分
短

縮
す

る
運
用

を
実

施

し

て

い
る
。

こ

れ
ら
の
制

度
に

よ

る
職

員

一
人

当

た
り

の
、

一
日
平

均

の
勤
務

免
除

時

問
は
三

十
分

に

な
る

。
こ

の
免

除

さ

れ
て

い
る
時

間

の
代
替

の
勤

務
延

長

な
ど

の
措
置

は

な

い
。
し
た

が

っ

て

、
こ

の
勤

務
し

な

い
三

十
分

に
対

し
公

金

を
支
出

す

る
こ
と

は
違

法

か

つ
不

当
で

あ

る
。

よ

っ
て
、

本
請

求
に

よ
り
今

年
度

分

あ

る

い
は

必
要

相
当
分

の
不

労
所

得

の
返

還
と

、
こ

れ
に

か
か

わ
る
今

後

の
予

算

の
執
行

停
止
及

び
規
定

ど

お
り

の
勤
務

時
間

体
制

の
即

実
施

を

市

長
及

び
収

入
役

に
勧

告
さ

れ

る
よ

う
求
め
る
。

３

監

査

の

方

法

松
戸

市
長

及

び
松
戸
市

収

入
役

か

ら
関

係
書
類

の
提

出
を

求
め

る
と

と

も
に

、
平
成

Ｈ
年

７
月

洳
日

、
関

係

者
か

ら
事

情
を
聴

取
し

、
監

査
を

実

施
し

た
。

４

監

査

の

結

果

（
監

査

委

員

の

判

断

）

請

求

の
要

旨

、
事

実
証
明

書
及

び

請
求

人

の
陳
述

並

び
に
関

係
課

の
説

明
要

旨

、
関
係

書
類
等

を

総
合

的
に

検
討

し
た

結
果

、
次

の
と

お
り
判

断

し
た

。

①

勤

務

条

件

に

つ

い

て

そ

も
そ

も
、

地
方
公

務
員

法

で
規

定

さ
れ
て

い
る
、
地

方
公
共

団

体

の

職
員
に
対

す
る
勤
務

条
件
と

は
、
「
職

員

が
地
方
公

共

団
体

に
勤

労
を

提
供

す

る
義

務
を
負

う
反

面
、

そ

の
対
価

に

よ

っ
て

、
自

ら

の
私
的

経
済

を
維

持
し

て

い
る
も

の
で

、
そ

の
経

済
生

活

の
維

持
の
た

め
に

当
局

が
提

供
す

る
条
件
」

と

さ
れ
て

い

る
。

こ
の
勤

務

条
件

は
、

条
例
で

定

め

る

（
地

方
公

務
員
法

第
二

十
四

条
第

六
項

）
こ

と
と

さ

れ
て

お
り

（
条

例

主

義

の

原
則

）
、
す

な

わ

ち
市

民

の

代

表
で

あ
る
議

会

に
お

い
て

、
職
員

の
勤
務

時
問

に

つ
い
て

、
納
税

者
で

あ

る
市

民

の
意

志

を
反

映
さ
せ

る
と

い
う
こ

と
と

、
一
方

労

働
基
本

権

が

制
約

さ

れ
て

い
る
職
員

の
勤

務
条

件

を
保

障
す

る
意

義
を
持

っ
て

い
る

。

ま

た

、
地
方
公

共
団

体

は
、
勤

務

時
問

等

の
勤
務

条
件

が
社
会

一

般
の

情

勢
に

適
応
す

る
よ
う

に

随
時

適
当

な
措

置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
、

と

す
る

情
勢

適
応

の
原
則

（
地
方

公

務

員
法

第

十
四

条
）
を

規
定

し
て

い

る
。更

に

、
地
方

公

務
員
法

第
二

十
四

条

第
五

項
に

お

い
て

は
、

勤
務

時
間

等

の
勤

務
条
件

を
定

め

る
に
当

た

っ

て

も

、
国
及

び
他

の
地
方
公

共

団
体

の
職
員

と

の
間

の
権
衡

を
失
し

な

い

よ
う
に
適
当
な
考
慮
が
払
わ
れ
な
け

れ

ば
な
ら

な

い
（
均

衡

の
原
則

）
と

さ
れ

、
こ

の
よ
う

に
勤

務
条
件

の
決

定

に
当

た

っ
て

の
三

原
則

が
規
定

さ

れ
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

し

た

が
っ
て
、

勤
務

条
件

を
定

め

る
に

際
し

、
均
衡

の
原

則
、

情
勢

適

応

の
原
則

を
十
分
反

映

さ
せ

、
こ

れ

ら

の
透

明
性

を
図

っ
た

う
え

、
市

民

の
理

解
を

得
な

が
ら
進

め

る
こ
と

が

肝
要

で
あ

る
。

そ
の
う
え

で

職
員

は

「
全

体

の
奉

仕

者

」

と
し

て

、

服

務

の
根

本
基

準

（
地

方
公

務
員

法
第
三

十
条

）
を

守
り

な

が
ら
、
公

共

の
利

益

の
た

め
に
職

務
を

遂
行
す

べ
き
地

位

に
あ

る
と
考
え

る

。

②

条

例

、

規

程

等

に

つ

い

て

朝

の
三

十

分

の
件

に

つ

い
て

は

、

条

例

等

の
実

態

を

み

る
と

、
二

週

間
当

た
り

四
十

時
間

と
す

る
」

と
規

定
し

て

い
る

「
職
員

の
勤

務
時

問
条

例
」

と

、
こ

の
条
例

と

は
別

の
条
例

で

あ

る
と

こ

ろ
の

「
職
務

に
専

念
す

る
義

務

の
特

例
に
関

す

る
条
例
」
と

、

そ

れ

に

基

づ

く

規

則

の

規

定

を

受

け

、
市
長

決

裁
に
よ

っ
て

職
務

専
念

義

務
を
免

除
し

て

い
る

。

こ

の
よ
う

に
、
こ

れ
ら

の
条

例

・

規

則

は
、
一

応
は

そ
れ

ぞ
れ

の
条
例

設

置

の
趣
旨

、
目
的

か

ら
み
て

規
則

化

さ

れ
て
お

り
、

規
程

の
形

式

は
成

【
住
民
監
査
請
求
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

松

戸

市

財

政

改

革

専
門

家

会

議

を
開

催

1
0月
1
5日
吻
午
後
７
時
か
ら
　
会

場
市
役
所
議
会
棟
三
階
第
三
特
別
委

員
会
室
　
傍
聴
定
員
先
着
六
人

を
議
題
等
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圜
財
政
課

昔
鰯
・
7
3
1
5

以
上
、
判
断
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

平
成
Ｈ
年
８
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

朝
の
出
勤
の
件
に
つ
い
て
は
、
改
善

を
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
午
後
５
時

以
降
の
件
に
つ
い
て
は
、
一
部
見
直

し
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
予
算
執
行
の
停
止
及
び
規
定
ど
お

り
の
勤
務
時
間
体
制
の
即
実
施
に
つ

い
て
の
措
置
請
求
に
つ
い
て
は
、
勧

告
の
余
地
は
な
い
。

ま
た
、
今
年
度
分
あ
る
い
は
必
要

相
当
分
の
不
労
所
得
の
返
還
を
求
め

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
し

た
と
お
り
、
い
ず
れ
も
違
法
か
つ
不

当
な
支
出
が
認
め
ら
れ
ず
、
し
た
が

っ
て
、
市
長
及
び
収
入
役
に
対
し
返

還
を
求
め
る
理
由
も
な
い
。

な
お
、
本
件
監
査
請
求
の
結
果
は

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
地
方
自

治
法
第
百
九
十
九
条
第
十
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
市
長
に
対
し
て
別
項
の

と
お
り
意
見
を
付
す
。

（
市

長

に
対

す

る

意

見

）

職
員
の
休
息
時
間
の
運
用
に
関
し

て
は
、
平
成
1
1
年
８
月
１
日
以
降
一

部
見
直
し
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
依
然
と
し
て
午
後
５
時
か
ら
午

後
５
時
1
5分
ま
で
に
休
息
時
間
を
設

定
し
て

い
る
こ
と
は
、
実
質
、
時
間

短
縮
に
当
た
り
得
る
と
の
市
民
の
誤

解
を
招
き
や
す
い
面

が
あ
る
こ
と
も

否
め
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
実
施
し
て
い

る
休
息
時
間
の
割
振
り
に
つ
い
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い

範
囲
に
お
い
て
、
休
息
時
間
の
本
来

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
そ
の
あ
口
方
に

つ
き
早
急
に
検
討
を
進
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
今
後
職
員
の
勤
務
形
態
に

お
か
れ
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
に
伴

い
、
柔
軟
な
勤
務
形
態
が

求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ

ろ
で
あ
り

、

こ
う
し
た
情
勢
に
適
応
し
て

い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

※
監
査
結
果
の
全
文
に
つ
い
て
は
、

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
が
で

き
ま
す
。

嚮
藍
査
委
員
事
務
局

登
3
6
6
・
７
３
８



青少年会館

文化祭＆青年フェスティバル

厘青少年会館公34∠卜8556

フリーマーケ ット出店 者を募集

10 月31日日 午前10 時～午後3時　 会場青少年会館

対象20 歳以上の個人(30 歳未満の人を優先) 区画数30

ブース(抽選) 費用1ブース(1.8^ ×2.7 翫) 1,000 円

(福祉関係に寄付)

※食料品等の出店は不可

圃10 月16日(土)〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名

・年齢･ 電話番号を記入して、〒270－0035 松戸市新松戸

南2の2青少年会館フリーマーケット係( 登344-8556) へ

市民健康大学
～元気がいいな、こころと体 全5 回

日 時 テーマ 講師

10/29 窗

午前10時～正午

講義「健康ってなあに？」

～健康のひ・け・つ

順天堂大学スポーツ健

康学科助教授・島内憲

夫氏

11/ 4 ㈲

午 前10 時 ～ 正 午

11/ 9( 火)

午 前 ｍ 時 ～ 正 午

講義「住環境が安全である
ために」～ダイオキシンや

河川の汚れについて学ぼう

講義「支えあうことが健康

づくリ」～ボランティア精

神を学ぼう

千葉県環境学習アドバ

イザー・中岡丈恵氏

黄色いハンカチ友の会

会長・木村和子氏

11/170)0

午後〇時30分~2
時30分

講義・体験「心も体も楽に

なろう」～こころとからだ

のリラクゼーション

グループコーディネー

ター・北村年子氏

11/25C村

午前10時～正午

講義「共に暮らそういきい

きと」～自分・家族・地域

を見つめよう

順天堂大学スポーツ健

康学科助教授・島内憲

夫氏

会場中央保健福祉センター　対象原則として全回出席できる30～

50歳代の人 定員先着20人 費用無料

圉電話で中央保健福祉センターo366 ―ﾜ490 へ

広報まつ1999 年(平成11年)10月5日

明治初期江戸城乾櫓（いぬいやぐら）

す

。
当

時

の
最

高
レ

ベ
ル

の
機
密
事

項

に
属
す

る
城
の
内
部

の
様
子
で
す

。

特
に

、
将

軍
の
城

で

あ
る
幕

府

の
城

は
、

そ

の
最

た

る
も

の
で
し

た
。

こ

の
展

覧
会

で
は

、
長
ら

く
国
内

統
治

の
拠

点
と
し

て
機

能
し

て

き
た

で
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
展
示
で
は
、

撮
影
の
背
景
や
必
要
性
な
ど
も
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
終
末
期
の
幕
府
の
城

と
黎
明
期
の
写
真
術
の
出
会

い
に
よ

っ
て
残
さ
れ
た
写

具
の
意
味
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
　

。

徳川 文武氏所蔵

ら
れ
て

い
き

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の

一
般
的
な
被

穹
休

に
対
し

て
、
極
め
て

限
ら
れ
た
数

し
か
撮
影
さ

れ
な
か
っ
た

特
殊
な
被
写

体
が
あ
り
ま

幕末大坂城 (大阪城天守閣所蔵)

権
力
中
枢
の
場
の
様
相

幕
府
の
城
が
、
新
た
な

る
記
録
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
写
真
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い

た
の

か
を

探
り

ま
す
。

そ
れ
ら
は
写
真
に
よ
っ

て
捉
え
ら
れ
た
、
生
き

て
機
能
し
て
い
る
城
で

あ
り
、
幕
末
維
新
の
大

き
な
変
革
期
に
お
け
る

戸定講座

幕末二条城（徳川慶朝氏所蔵）

就学時健康診断が始まります
来年4 月に小学校に入学するお子さんの健康診断を、下表の日程で行います。

該当者には10 月４日付けで通知書を発送しましたが、通知書が届かなかったり、9月1日以

降転入した場合はご連絡ください。

対象…平成5年4月２日～6年4月1日生まれの人

奈通知書裏面の予備調査票に必要事項を記入してご持参ください。

圜]保健体育課登366-7459

平成12年度　入学児童就学時健康診断日程表
実施日 実 施 校 受付時間 実施日 実 施 校 受付時間

10/15R 相模台小学校 1ぷ00 ～13:30
11/1  OfeK)

梨香台小学校

横須賀小学校

12:45 ～13:15

１２二45～13:15
20 團
松ケ丘小学校

新松戸北小学校

12:45 ～13:15

1ふ00 ～1ふ20

12:45 ～13:15
一一一一-13:00 ～13:20

12 銜

稔台小学校

根木内小学校

古ヶ崎小学校

12二45～13:15

12:30 ～1ぶ00

12:45 ～13:15

21 困 根 木 内 東 小 学 校____　　 ＿

古ケ崎南小学校

一　一一一一　　・南 部 小 学 校

小 金 北 小 学 校

22 窗

15(月)河原塚小学校 12:45 ～13:15
２５(月)

13:00 ～13二30

12:45 ～13冂５

16(火)

矢切小学校

旭町小学校

貝の花小学校

八ヶ綺小学校

12:45 ～1ぷ05

12:45 ～1ぷ00

12:∠15～1ふ05

12:50 ～13:10‥___.

12:45 ～13:15

12:45 ～13:15

12:45 ～13:15

12:45 ～13:15

26 ㈹

中部小学校

馬橋小学校

八ヶ綺第二小学校

六実第二小学校

12:45～13:15

13:00 ～13:30

゛12:50 ～13:10

12:45 ～1ふ00

17 困

北部小学校

寒風台小学校

馬橋北小学校

殿平賀小学校27 伽

松飛台小学校

和名ヶ谷小学校

新松戸兩小学校

大橋小学校

1ふ00 ～13:15

13:10 ～1ぶ30

1ふ00 ～13:20

12:45 ～1ふ15 18 ㈲ 牧野原小学校
1 ぷ00 ～13:30

一一一一 一一一一 一一一 一 一　 一一一

13:15 ～13:30

12 くBO ～12:50

1 乙30 ～13:00

1 ふ00 ～13 二30

1 乙30 ～12:45

24 團

東部小学校

常盤平第二小学校

上本郷小学校

幸谷小学校

新松戸西小学校

29 窗

一---- 一一-- 一一一一

11/ 1( 月)

高木第二小学校

小金小学校

柿ノ木台小学校

栗ヶ沢小学校

六実小学校

1乙30 ～1 ふ00

12:45 ～13:15

12:45 ～13:15

－一一一一-－‥- 一一
12:30 ～1 ぷ00

13:00 ～ 仔30
25 困 上本郷第二小学校 12:45 ～13:15

－　　－　･ヽ-
1ぷ00 ～13:20

12:20 ～12:50

4休）常盤平第一小学校 12:30 ～1ふ00
26 銜
金ヶ作小学校

六実第三小学校
5銜
常盤平第三小学校

松飛台第二小学校

12:45 ～13:15

13:00 ～13:30 30(火)高木小学校 12:45 ～13:00
一一　一一-　　　一一一一

定
歴
史
館
昔
3
6
2
・
2
0
5
0

戸
定
歴
史
館
で
は
、
特
別
展
「
幕
末
徳
川
の
城
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
江
戸
幕
府
の
権
力
の
中
枢
で
あ
り
、
最

高
機
密
の
場
所
で
あ
っ
た
将
軍
の
城
の
様
相
を
古
写
真
に

探
り
ま
す
。
ま
た
、
1
1月
を
文
化
月
間
と
し
て
、
戸
定
寄

席
や
松
戸
徳
川
家
当
主
に
よ
る
戸
定
講
座
も
行
い
ま
す
。

古

写

真

で

探

る

徳

川

の

城

幕

末
、

わ
が
国

に
渡

来
し

た
写

具

術

と

い
う
新
し

い
記
録

メ

デ
ィ

ア
は
、

さ
ま

ざ
ま
な

も

の
ご
と

を
絵
画

や
絵

図

で

は
不

可

能
な

精
密

さ
で
記

録
し

て

い
き
ま
し

た

。
肖
像

、
名
所

・
旧

跡
、

演
出
を

加
え

ら

れ
た
当
時

の
風

俗

な

ど

が
、
印
画

紙
上

に
焼

き
付
け

12ﾉ５まで

戸
定
歴
史
館
・
特
別
展

会 期 … １２ 月５ 日(日)まで

会 場 … 戸 定 歴 史 館 展 示 室

時間…午前9時30分～午後5時( 入館は午

後4時30分まで)

休館日…月曜日(10 月11日㈱は開館、

10月12日(火)は休館)

入館料…一般300円(240円)､高・大学生

200円(160 円)、小・中学生100円(80円)

※(　) 内は20人以上の団体料金

｢戸定に生きた松戸徳川三代｣

11月６日出午後2時～3時　会場戸定邸客間　内容松戸徳川家当主文武

氏が、戸定邸での徳川家三代（祖父・武定氏、父・博武氏と現当主）の

くらしと時代の変遷を学芸員と対談　費用無料（入館料は別途）

※入場制限する場合もあります。

泙］電話で戸定歴史館Q362-2050 へ

戸 定 寄席（古典 落語 鑑 賞 会）

11月20 日（土）午後2時～3時　会場戸定邸客間　内容寄席囃子（ばやし）

＝太田その、春風亭えびー太、古典落語「饅頭（まんじゅう）怖い」＝

前座・春風亭えび一太、古典落語「七段目」（忠臣蔵より）＝真打ち・柳

亭燕路（リゅうていえんじ）　定員80人（抽選）　費用500円（入館料は

別途）

淕］11月６日出〔消印有効〕までに、ハガ半に住所・氏名（複数名記入可）

・電話番号を記入して、〒2ﾜ1 －0092 松戸市松戸ﾜ1 ∠Lの1 戸定歴史館

(S362-2050) へ

※20 日倒午後1時30 分～3時の間は､戸定邸内の観覧を一時停止します。

※抽選の結果は通知します。

健康で明るい県民づくり運動 11 月７日(日)〔雨天決行〕

番号

１

２

コ ー ス 名 距離 ｽﾀｰﾄ 地点 コ ー ス の 特 徴

ゆっくりじっくり

山 あ リ 坂 あ リ ヘ び に も 会 え る

斜 面 林 と ど ん ぐ り

千 駄 堀 の 裏 道 小 径

3.0+d 運動公園
車いすでも楽しめま朮 自然に触れ､ネ

イチャーゲームに参加しよう

4.0  *
□

3.5*a

3.4*n

松 戸 駅 都会の中に意外な場所が発見できます

３ 北松戸駅
斜面林から斜面林を訪ね、都会の中に

残された自然の保護を考えよう

４ 八 柱 駅
変化に富んだ松戸の自然を味わえるコ

ースです

起伏に富んだコースをまわりながら、

松戸を再発見してみよう
５
迷探偵コナン「上本郷不思議
伝説」 3.2+n 上本郷駅

※吝コースとも運動公園がゴールになります。

昨
年
の
大
会
か
ら

定員各先着75組(3～6人で1組)　費用無

料

隰10月15日脚までに、直接スポーツ課･常盤

平体育館･ 小金原体育館の窓口で、または往

復ハガ半にチーム代表者氏名･住所･電話番号

・コース番号(第2希望まで)･参加者全員の氏

名 一年齢・車いす使用の人は｢ 車いす使用｣

を記入して､〒271-0064 松戸市上本郷4434

松戸運動公園内スポーツ課(S363-92 ∠凵)へ

幕
末
徳
川
の
城

開

催

中

日 時 内容等

10/30 圉

午後3時～5 時

松 戸 ブ ラ ス オ ル ケ ス タ 演 奏 、 デ モ ン ス ト レ

ー シ ョ ン （ リ ズ ミ ッ ク カ ン フ ー 、 リ ボ ン ク

ラブ 〔新 体 操 〕、英 語 で 空 手 、 ス ポ ー ツ チ ャ

ン バ ラ ）

チン ド ン 屋 さ ん に よ る パ レ ー ド ・模 擬 店 ・ チ

ャレ ン ジ ザ ゲ ー ム ・ 大 道 芸 ・フ リ ー マ ー ケ ッ

ト・胡弓（こきゅう）演奏・フォルクローレ

演 劇 「炎 の シ グ ナ ル 」 劇 団 ・ 奇 想 天 外　 費

用 大 学 生 以 上800 円 高 校 生500 円 （中 学 生

以 下 と65 歳 以 上 は 無 料 ）

圜 谷 村Q349-14ﾜ2

はなた二で孑卜･よ ら のこぃy.`ごり,J二ヽ演 劇 「花 手 綱 希 有 楽 之 恋 染 模 様 」 劇 団 ・ 二

毛 作　 費 用 無 料

暦 竹 下 登090-9145-1153

写 真 ・デ ッ サ ン ・焼 き 物 あ そ び 作 品 ・ 魔 女

つ 子 手 編 み ・パ ン フ ラ ワ ー ・ 折 り 紙 ・ パ レ

ス チ ナ の 子 ど も た ち の 絵 画 な ど の 展 示

10/31 日

午 前10 時 ～ 午 後

3 時

－　一一一一一一　一一一一

10/30C ±>午 後5 時

か ら

10/31(1 日)午 前11 時

・ 午 後3 時 か ら

10/31(1 日)

午 後1 時 か ら

10/31(1 日卜11/7(1 日)

午 前10 時 ～ 午 後

9 時

蚰会場

青

少

年

会

館

第3回松戸市ウォークラリー大会



骨 粗 し ょ う 症予 防 検 診

11 月15日 ㈹＝常盤平保健福祉センター

・16 日㈹＝中央保健福祉センター・22日

㈲＝小金保健福祉センター　時間午前を

予定（後日連絡） 検査法エックス線を手

の指の骨に照射　 対象18 歳～39 歳（昭和

35 年4 月1日 ～56 年3 月31 日生 まれ）の女

性（妊娠中の人を除く） 定員先着600 人

費用500 円

※後日検診結果の説明と講演があります。

圃10 月29 日銜〔消印有効〕までに、ハガ

キに住所・氏名・電話番号・生年月日・

希望会場を記入して、〒271  -0072 松戸

市竹ケ花74 の3 松戸市中央保健福祉セン

ター内健康課検診係（登366-7487) へ

基 本健康診査の結果説明 会(健 康教育)

基本健康診査を受診した人を対象に結果

説明会を実施します。なお同時に、生活習

慣病予防のための講話を下記のとおり行

います。
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期 日 会 場

10/12C 火)

k　㎜㎜　㎜
15 窗

健 康 増 進 セ ン タ ー

稔 台 市 民 セ ン タ ー 別 館

ハ ケ 畸 市 民 セ ン タ ー

馬 橋 支 所

馬 橋 市 民 セ ン タ ー

小 金 原 市 民 セ ン タ ー

中 央 保 健 福 祉 セ ン タ ー

小 金 保 健 福 祉 セ ン タ ー

新 松 戸 市 民 セ ン タ ー

18(月)

20 伽

21 困

25(月)

27 ㈲

29 窗

11/ 1( 月)

8( 月)

9( 火)

※一部の地域については、結果説明会を終

了しましたので、ご了承ください。

※健康手帳のない人には当日会場で配布し

ます。

詢]健康課検診係S366 一ﾜ48ﾜ

基 本 健 康 診 査 後 の 教 室｢ 生 活 習 慣

病予 防教 室｣

①11 月４日困 ②18 日困 各午 後1 時30

分 ～3 時50 分(受 け付け午後1 時15 分 ～

1時30 分) 会 場 ①中央保 健福祉セン

ター②小金保健福祉 センター　 対象基

本健 康診査を受けた人･ 健 康に関心の

ある人　 講師 東松戸病 院医師･ 山 下道

隆氏　 定 員各先着100 人　 費用無料

※受講者 は、栄養･ 運 動の実践コ ース

が受 けられます。

圃電話で各会場へ

(中央保健福祉 センター登366-7489 、

小 金保健福祉 センター登346-5601)

平成12年度

市立中部小学校附属幼稚園の

園児を募集します

入園資格…市内に住所があり、平成6年4 月２

日～7年4月１日の間に生まれた幼児

保育期間…1年

募集人員…70 人( 面接による)

受付日時…11 月1日(月)・２日㈹午前9時～午後

4時と11 月４日(木)・５日銜午前9時～午後4時

受付会場…中部小学校附属幼稚園(松戸2062)

持ち物…幼児の住民票1通と印鑑

費用…制服・帽子代等＝約10,000 円、入園

料=3,000 円、保育料=6,000 円( 毎月)、給

食費･絵本代等=4,000 円程度( 毎月)

を入園面接の日程については、受け付けのと

きにお知らせします。

醫学務課管理係登366-7457 、中部小学校附

属幼稚園Q363-2569

市民健康づくりの集い

申 し 込 み 先

健康課a  366-7486 、健康増進セン

ター≪ 368-1814 、スポーツ課（運

動公園内）登363-9241

※9/27から募集していますので、定員

になった場合は、ご了承ください。

私 立 幼 稚 園 一 覧 表
園 名 所 在 電 話

松戸いずみ幼稚園

北松戸さつき幼稚園

上本郷2ﾜ94 a363-3289

登362-1ﾜ48北松戸3の6

八照(はっしよう)幼稚園 八ヶ崎1032の1 a341-1192

千駄堀栴檀幼稚園 千駄堀1865 S3 ∠11-6882

B  391 -8592

容34卜6563

昔34卜6598

登36卜0532

本源寺幼稚園 大橋ﾜ66

みやおか幼稚園 小金原3の11

聖徳大学附属第二幼稚園 小金原ﾜの14

さかえ幼稚園 栄町4の252

まるやま幼稚園

明和幼稚園

二十世紀が丘丸山町131 登363-953ﾜ
一一

登363-4012

a392-6955
一
a  385-255ﾜ

Q  385-090ﾜ
－ ‥
o385-3050
一一一一o365-5656

稔台812 の1

高塚幼稚園 高塚新田295 の3

八柱幼稚園 千駄堀糒85 の15

牧の原栴檀幼稚園 牧の原2の5

金ケ作 幼稚 園

かきの き幼 稚園

金ヶ作306
三矢小台5の13 の4

北丘幼稚園 五香六実ﾜ13 の4 容385-4335

新松戸幼稚園 新松戸3の256 容34 ∠卜 副99

第二かきのき幼稚園 新松戸5の191 a345-4ﾜ22

専修大学松戸幼稚園 上本郷2の3621 a365-1821
いわさき第二幼稚園 旭町2の300 登346-3164

｢自分の健康は自分でつくる｣ という意志のもと、自ら健康づくりに取り組んで

いただこうと、10 月23 日(土)・24 日(日)に、｢市民健康づくりの集い｣ を開催します。

盛りだくさんの催しを用意していますので、ぜひご参加ください。

[腹健康課保健係S366-7486
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か

市立幼稚園児を募集
願書配布10 月15 日銜から　願書受け付け11 月１日(月)から

圃各幼稚園へ直接

〃===== ¶W　　 ・　　 ＝

園名

所 在 電 話

聖ミカエル幼稚園 松 戸1126

馬 橋254ﾜ

下 矢 切140

常 盤 平2 の21

小 金359

常 盤 平ﾜ の18 の2

中 和 倉 拓8

松 戸 新 田 引 ６

常 盤 平2 の31 の2

五 香 六 実661

五 香 西1 の19 の2

根 本190

高 塚 新 田144

岩 瀬550

ニ ツ 木1692

仲 井 町1 の32 の1

六 高 台3 の50

金 ヶ 作145

登362-048 ∠1

f13∠41-2469瀞 助 力稚 園

矢 切 幼 稚 園 Q  362-4586

常盤平幼稚園 a38 ワー5ﾜ24

Q  341-0859

a38ﾜｰﾜ5ﾜ8

Q341-1505

昔36 ワー引01

昔38 ワー08ﾜ5

公38 ワー4809

昔38 ツー6254

昔36 ワー3121

東漸寺(とうぜんじ)幼稚園

ひので幼稚園

中和倉幼稚園

みやこ幼稚園

栴檀(せんだん)幼稚園

高木幼稚園

あさひ幼稚園

北部幼稚園

高塚わかば幼稚園 a  392-2681

聖徳大学附属幼稚園 Q368-6135

二三ヶ丘(ふみがおか)幼稚園 登341-4548

松戸みどり幼稚園 a362-6761

昔38 ワー1ﾜ06

昔38 ワー 刀15

昔3 ∠14-2100

a342-8ﾜ06

むつみ幼稚園

さつき幼稚園

大勝院幼稚園 大 谷 口 膕3

西 馬 橋2 の6 の23いわさき幼稚園

行 事 名 期 日

10/23( ±)

時 間 会 場 内 容 申し込み方法等

講 演 会

保 健 所 コ ー ナ ー

駅 前 健 康 相 談

家 庭 介 護 コ ー ナ ー

糖 尿 病 会 食 会

シ ル バ ー お 楽 し み

料 理 教 室

ジ ャ ズ 体 操 フ ェ ス

テ ィ バ ル

ら く ら く 気 功 教 室

リ ハ ビ リ 教 室

作 品 展

歩 こ う 会

栄 養 展 示 コ ー ナ ー

学 校 給 食 コ ー ナ ー

健 康 診 査 と 相 談

グ ラ ウ ン ド ・

ゴ ル フ 大 会

ゲ ー ト ボ ー ル 大 会

午後1 時30 分

～3 時30 分

(開 場午 後IE持)

午前10 時

～午 後2 時

午前11 時

～ 午後1 時

午前10 時

～午 後3 時

午後1 時

～4 時30 分

午 前10 時

～正 午

午 前８時３０分

~午 後5 時 拓 分

午 前9 時

～正 午

午前9 時

～ 午後∠1時

市 民 劇 場

松 戸 駅 西 ロ デ

ッ キ

雨 天 の 場 合〔

松 戸 駅 東 西

〕

連 絡 通 路

ニ ュ ー オ ー タ

ニ 松 戸 店 拓 階

孔 雀 の 間

中 央 保 健 福 祉

セ ン タ ー

市 民 会 館

健 康 増 進 セ ン

タ ー

市 役 所1 階 本

館 新 館 連 絡 通

路

松 戸 地 区

常 盤 平 地 区

小 金 地 区

中 央 保 健 福 祉

セ ン タ ー

中 央 保 健 福 祉

セ ン タ ー

常 盤 平 保 健 福

祉 セ ン タ ー

小 金 保 健 福 祉

セ ン タ ー

運 動 公 園 陸 上

競 技 場

○ 講 演 会 「 あ な た お 元 気 で す か 」　　　　　　　　　　　　　　　　
永

テーマ“100歳まで元気でニコニコ「100歳食入門」　

酢 ・胡 ・ 野 づ 毎 一大 ・ 茶　　　　　　　　　　　　　　　　 命 ま　
久

～ 長 寿 村 の 食 生 活 の 秘 け つ を 伝 授 し ま す　　　　　　　　

容　

畏

講 師 食 文 化 史 研 究 家 ・ 永 山 久 夫 氏

○ こ ん な こ と が で き る 保 健 所

体 験 し よ う 体 力 測 定 、 ア ル コ ー ル パ ッ チ テ ス ト 、 呼 気 中 の Ｃ Ｏ 濃 度 測

定 （ タ バ コ の 影 響 ？ ）

見 て み よ う 衛 生 害 虫 の 展 示 ・ 手 洗 い の 効 果 （食 中 毒 予 防 ） 等

相 談 コ ー ナ ー 薬 事 ア ド バ イ ザ ー に よ る 薬 事 相 談 等

そ の 他 保 健 所 紹 介 ・ 覚 廿 い 剤 乱 用 防 止 ・結 核 に 関 す る パ ン フ レ ッ ト 等 の 配 布

⑤ 「 血 圧 測 定 コ ー ナ ー 」 ～ 正 し い 血 圧 の 測 り 方 を 覚 え ま し よ う

○ 「 看 護 相 談 コ ー ナ ー 」 ～ 赤 ち ゃ ん か ら お 年 寄 り ま で

◎ 在 宅 介 護 に 関 す る 総 合 的 な 紹 介

～ 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー の 周 知 や 各 種 事 業 のPR

Ｏ 糖 尿 病 患 者 お よ び そ の 家 族 と 医 師 ・ 栄 養 士 等 と の 会 食 と 懇 談 会

～ 糖 尿 病 患 者 向 け に 調 理 さ れ た 料 理 （メ ー ン デ ィ ッ シ ュ を 魚 か 肉 に し

た 地 中 海 風 料 理 ） の 会 食 と 、 専 門 職 に よ る 適 切 な ア ド バ イ ス

⑤ 「 作 っ て ・ 食 べ て ・ 語 ら っ て 」

～65 歳 以 上 の 人 々 と ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 に よ る 、 調 理 実 習 と 会 食 会

Ｏ 「 き ら め く 若 さ　 オ ン ス テ ー ジ 」　 ～ 健 康 づ く り の た め に ジ ャ ズ 体 操

を 実 践 し て い る グ ル ー プ が 、 日 ご ろ の 活 動 成 果 を 発 表 す る

Ｏ 「 気 軽 に 東 洋 の 健 康 法 を 体 験 し て み よ う 」　 生 命 が 持 っ て い る 自 然 治

瘋 力 を 高 め る こ と を 目 的 に 、 体 と 脳 を リ ラ ッ ク ス ！　 講 師 東 洋 気 功 塾

代 表 ・ 相 沢 恵 子 氏

○ リ ハ ビ リ 教 室 に 参 加 し て い る 皆 さ ん の 力 作 を 展 示　 中 央 保 健 福 祉 セ ン

タ ー ・ 小 金 保 健 福 祉 セ ン タ ー ・ 常 盤 平 保 健 福 祉 セ ン タ ー の3 会 場 で 実

施 し て い る 集 団 リ ハ ビ リ 教 室 の 参 加 者 に よ る 手 工 芸 品 な ど を 展 示

○ 松 戸 地 区 コ ー ス　 松 戸 駅 西 ロ デ ッ 牛 集 合　 午 前9 時30 分 出 発

（受 け 付 け 午 前9 時 ～9 時30 分 ・ 参 加 賞 進 呈 ）

○ 常 盤 平 地 区 コ ー ス　 ふ れ あ い22 （健 康 福 祉 会 館 ）集 合　 午 前9 時10 分 出 発

（ 受 け 付 け 午 前8 時50 分 ～9 時10 分 ・ 参 加 賞 進 呈 ）

○ 小 金 地 区 コ ー ス　 東 漸 寺 集 合　 午 前9 時30 分 出 発

（受 け 付 け 午 前9 時10 分 ～9 時30 分 ・ 参 加 賞 進 呈 ）

○ 食 物 繊 維 を 上 手 に 摂 ろ う ！

食 物 繊 維 の 効 用 、 食 物 繊 維 の 多 い 食 品 ・ 少 な い 食 品

○ 「 行 事 食 を 通 し て お い し さ ・ 楽 し さ を 知 ろ う 」

行 事 食 に つ い て の 展 示 一献 立 紹 介 ・ 掲 示 物

◎3 会 場 同 時 無 料 健 康 診 査 と 相 談 （受 け 付 け 午 前9 時 ～11 時 ）

ヘ ル ス ス ク リ ー ニ ン ゲ （18 歳 以 上 の 人 ）

血 圧 測 定 、 検 尿 、 血 液 検 査 、 胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 等

※ 心 電 図 検 査 と ヘ モ グ ロ ビ ンAIC は40 歳 以 上

歯 科 健 康 診 査 と 相 談

幼 児 か ら お 年 寄 り ま で （歯 ブ ラ シ 進 呈 ）

薬 の 相 談

処 方 せ ん を も ら っ た こ と が あ り ま す か ？

薬 の 正 し い 使 い 方 等 何 で も ご 相 談 ＜ だ さ い （救 急 用 品 進 呈 ）

在 宅 ケ ア 相 談

介 護 方 法 の 相 談 ・ 説 明 や 福 祉 ・ 保 健 等 の 各 サ ー ビ ス 制 度 の 紹 介

○ 「 さ あ 、 始 め よ う ！　 一 人 で も 気 軽 に 味 わ え る ゴ ル フ 気 分　 ね ら う は

ホ ー ル イ ン ワ ン 冂 （定 員 先 着384 人 ・ 参 加 賞 進 呈 ）

○ 「 老 い も 若 き も と も に ハ ッ ス ルH 」

～1チーム8人による大会形式（年齢制限なし・参加賞進早）

自 由 参 加

問い合 わせ は健 康

課へ

電 話 等で健 康課 へ

定 員 先着35 人

参 観は 自 由

電 話 等で健 康増 進

セン ター へ

定員 先着80 人

自 由 参 加

自 由 参 加

※雨 天中 止

※各コース4～ﾜkm

自 由 参 加

直接､ スポ ーツ課窓

口 へ

10/24(1日)

10/13&W

～19( 火)

10/23te

10/24(1日)

10/23t ±)

!O/23 出

24 日

金ヶ作公園野
球場

平成12年度
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日
次
〔
各
全
二
回
〕
午

前
1
0時
～
正
午

会
場
①
小

金
原
市

民
セ
ン
タ
ー
②
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
手
編
み
で
襟
付
き
前
開
き

ペ
ス
ト
の
制
作
・
ギ
ル
ド
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン

グ
バ
ッ
グ
と
ポ
ー
チ
制
作
　
費

用
五
千
六
自
円

（
材
料
費
を
含
む
）

圃
電
話
で
松
戸
生
活
文
化
協
会
・
安

達
公
3
4
3
・
6
8
9
8

へ

年

賀
状

に
も

使

え

る

や

さ
し

い

篆

刻

（
て

ん

こ

く

）

1
0月
3
1日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

会
場
市
民
会
館

内
容
賀
詞
の

雅
印
づ
く
り

定
員
先
着
四
十
人

費
用
子
七
百
円

（
材
料
費
を
含
む
）

圃
電
話
で
松
戸
市
書
道
教
育
連
盟
・

余
語

音
茹
・
4
5
3
0

（
午
後
６
時

以
降
）
　へ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン

「
勝

ち
組
企
業
の
経
営

は
こ

れ
だ
！
」

1
0月
2
7日
水
午
後
２
時
～
４
時
丿

分

会
場
松
戸
商
工
会
議
所

内
容

変
化
に
打
ち
勝
つ
実
践
ポ
イ
ン
ト

定
員
先
着
七
十
人
費
田
五
百
円
（
資

料
代
）

圃
電
話
で
松
戸
商
工
会
議
所

登
沺
・

3
1
1
1
へ

文

化

講

座

「

お

茶

の

あ

る

暮

ら

し

」1
0月
2
8日

附

、
Ｈ
月

Ｈ
日

本

・
2
5

日
米

、
1
2月

９
日

米

〔
全
四

回
〕

①

午
前
1
1
時
3
0
分
～
午
後
１
時
忿
午
後

２
時

～
３

時
3
0分

会

場
松

戸
ま
ち

づ
く
り
交
流
室
テ
ン
ト
小
屋
（
市
役

所
前

）
　
内

容
お
茶

の
話

・
入

れ
方

、

テ
ィ

ー

パ
ー
テ

ィ

ー
な
ど
　

定
員

各

先
着

十
人
　

費
用

五
千

五
百
円

圃
電

話

で
「
え

い

っ
く
」

岩
田

登
3
6
6

・
6
1
1
3

へ

青

年

講
座

「
デ

ッ

サ

ン

を

楽
し

む

～
人

物

を
中

心

に

」

1
0月
1
7日
㈲
上

十
成
1
2年
３
月
５

日
㈲
〔
全
十
回
〕
午
後
１
時
～
４
時

会
場
青
少
年
会
館
　
講
師
西
田
芳
子

氏
　
対
象
十
八
歳
以
上
三
十
歳
未
満

の
人
定
員
先
着
二
十
人
費
用
千

円
（
教
材
費
）

圃
電
話
で
青
少
年
会
館

登
錮
・
8
5

5
6
へ

英

語

に

よ

る
講

演

会

1
0月
洳
日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
　
テ
ー
マ
自
己
表

現
　
講
師
東
京
理
科
大
学
英
語
講
師

ジ
ェ
リ
ー
・
リ
ン

ー
ソ
フ
カ
氏
　
定

員
先
着
五
十
人
　
費
用
三
百
円

圃
電
話
で
東
葛
国
際
親
善
ク
ラ
ブ
・

佐
藤
公
Ｓ
・
5
9
0
9

へ

パ

ソ

コ

ン

教

室

初
心
者
コ

ー
ス
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Ｓ
の
基
本
操
作
）
＝
1
0月
2
0日
水
①

午
後
１
時
洳
分
～
４
時
丿
分

②
午
後

５
時
3
0分
～
８
時
洳
分

定
員
各
十

人
費
用
二
千
円
（
会
員
二
千
円
）
、

別
途
テ
キ
ス
ト
代
千
七
百
八
十
五
円

表
計
算
コ

ー
ス
（
表
計
算
ソ
フ
ト

エ
ク
セ
ル
9
7の
基
本
操
作
）
＝
Ｈ
月

1
7日
湘
午
前
1
0時
～
午
後
５
時

定

員
十
人

費
用
八
千
円
（
会
員
六
千

円
）
、
別
途
テ
キ
ス
ト
代
二
千
百
円

会
場
い
ず
れ
を
富
士
通
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
松
戸
Ｍ
Ｃ
Ｓ
校
（
松
戸
ビ
ル

ヂ
ン
グ
）

崋
受

講
料
を
添
え
て
直
接

、
松
戸
商

工
会
議
所
指
導
一
課
（
昔
涙
・
3
1

1
1
）
　へ

千

葉

県

自

閉

症

研

究

大
会

「
教

育

は
自

閉

症

児

を

変
え

る
」

1
0月
2
3日
出
午
前
９
時
丿
分
～
午

後
４
時
丿
分

会
場
千
葉
県
労
働
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）
　
内
容

・
川
崎
福
祉
医
療
大
学
教
授

・
佐
々
木

正
美
氏
ほ
か
に
よ
る
講
演
　
定
員
先

着
三
百
人
　
費
用
二
千
円
（
資
料
代
）

圃
電
話
で
紬
日
本
自
閉
症
協
会
千
葉

県
支
部
松
戸
分
会
・
角
囗
登
ｘ

・
9

6
0
7
へ

お

は

な

し

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
9
9

実

践

講

座

①

り
く
ら
く

人
形
の

作
り
方

1
1
月
1
3
日
出
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時

丿
分

会
場

青
少
年

会
館

内
容

人

形
を

作
り

、
出
来

上

っ
た
作
品

で

人

形
劇

を
演

じ
る
　

定
員
先

着
二
十

人
費
用
九
百
円
（
脚
本
代
四
百
二

十

円
を

含
む

）

②

絵
本
の

見
せ

語
り

Ｈ
月
1
4
日

㈲
午
前

Ｈ
時
4
5
分
～

午

後
１
時
1
5
分

会
場

青
少
年

会
館

内

容
絵
本

の

テ
ー

マ
を
生

か
す
語
り

方
、
子

ど
も

の
心

を

つ
か
む
語

―
方

な
ど

定
員
先

着
三

十
人

持
ち
物

「
さ
ん

び
き
の
く
ま
」
ほ
る

ぷ
出

版

・

「
は
ら

ぺ
こ
あ

お
む
し

」
偕
成

社

・

「
か
に
む

か
し
」
岩
波

書
店

の
中
か
ら

一
冊
　

費
用
無

料

惠
1
1
月
５
日
窗
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
希

望
講
座

名

・
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電
話
番

号

・
返

信

用
あ

て
名
を

記
入

し
て

、
干
2
7
0
－
0

0
3
5

松
戸

市
新

松
戸
南

二

の
二

賺

松
戸
市

お

は
な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン

（
公

誚
・
3
0
3
7

）
　へ

シ

ル

バ

ー
フ

ェ

ス

テ

ィ

バ
ル
9
9

い
き

い
き
講

演

会

Ｈ
月
６
日
出
午
後
Ｏ
時
丿
分
～
４

時
1
5分

会
場
青
葉
の
森
公
園
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）
　
講
師
映

画
評
論
家
・
水
野
晴
郎
氏

定
員
先

着
八
百
人
　
費
用
無
料

惠
1
0月
３
日
次
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
希
望
人
数
を
記
入
し
て
、

〒
沺
－
0
0
1
3

千
葉
市
中
央
区
中

央
三
の
一
八
の
三
千
代
田
生
命
千
葉

中

央
ビ
ル
六
階
伽
千
葉
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
財
団
長
寿
課

（
登
㈲
・
２
・
7

4
4
8
）
　へ

木

版

年

賀

状
講

習

会

1
1月
４
囗
・
1
1日
・
1
8囗
の
木
曜

日

〔
全
三
回
〕
午
後
１
時
～
３
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
持
ち
物

彫
刻
刀
・
筆
記
用
具
費
用
二
千
円

筒
彩
版
画

グ
ル
ー
プ
・
安
蒜
公
莇
・

甲

種

防

火

管

理

講

習

会

Ｈ
月
1
0
日

水

・
Ｈ

囗
水
各

午
前

９

時

丿
分

～
午

後
５
時

会

場
市
消

防

局
定
員
先
着
百
五
十
人
費
用
四

千
円

（
テ
キ

ス
ト
代

）

圃
1
0
月
1
3
日

水
～
2
0
日
水

の
間

に
、

直
接
市
内
各
消
防
署
ま
た
は
消
防
局

予

防
課

へ

醫

消
防

局
予

防
課

公

沺
・
1
1
1
1

内

線

沺
～
2
1
0

日

曜

大

工

講

座

1
1
月
1
4
日
～
平
成
1
2
年
1
0
月
1
5
日

の
毎
月
第
二

∴
二
日
曜
日

〔
1
2・
１

・
８
月
は
月
一
回
、
全
二
十
一
回
〕

午
前
９
時
～
正
午

会
場
松
戸
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1
)

内
容
松
戸
建
築
組
合
員
が
道
具
の
使

い
方
か
ら
組
み
立
て
ま
で
、
個
々
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
技
術
を
中
心
の

指

導
　
定
員
先
着
二
十
人
　
費
用

二

ヵ
月
ご
と
に
九
千
円

圉
1
0月
５
日
天
午
前
９
時
か
ら
受
講

料
を
添
え
直
接
、
松
戸
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
昔
謝
・
3
2
0
0

）

窓
口
へ

福

祉

公

社

ふ

れ

あ

い

サ

ー

ビ

ス

五

周

年

記

念

講

演

「

は

か

ま

満

緒

の

健

康

と

楽

し

い

人

生

」

1
0
一
月

洳
日

出
午

後
２

時
～

３
時
3
0

分

会

場
市
民
会
館

定
員

当
日

先

着
千
二
百
人
　
費
用
無
料

圜

膳
松
戸
市

福

祉
公

社

登
沺
・
２
９

家

事

援

助

サ

ー

ビ

ス

講

習

会

1
0月

部
日

内
～
2
9
日

糜
〔
全
四

回
〕

会
場
市

民
劇
場
　

内

容
講
義

（
保

険

福
祉
制
度
・
福
祉
機
器
の
使
い
方
・

在
宅
で
の
看
護
・
高
齢
者
食
生
活
等
）

・
施

設
見

学

対
象

車
内
在
住

の
六

十
歳

以
上

の
人
　

定
員
二

十
人

（
抽

選
）
　
費
用
無
料

圉
1
0
月
1
2日

㈹

〔
消
印

有
効
〕

ま

で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
0
－
2
2
5
1

松
戸
市

金

ケ
作
二

七
七

の
四

賄
松
戸

市

シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン

タ

ー
　（
0
3
8
4・
3
1
9
1

）
　へ

社

交

ダ
ン

ス

講

習

会

1
0月
７
日

・
1
4日
・
2
1日
の
木
曜

日
〔
全
三
回
〕
午
後
７
時
～
９
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
多

少
踊
れ
る
人
　
費
用
二
千
円

圜
ひ
ま
わ
り

ダ
ン
ス

芹
澤
登
鰯

千

葉

大

学

共
同

研

究

推

進

セ

ン

タ

ー
客
員

教

授

・
技

術

講

演

会

「
有

機

ゴ

ミ

か

ら

宝

を

～
2
1
世

紀

へ

の
技

術
」

1
0月
1
5日

次
午
後
１
時
3
0分
～
５

時

会
場
千
葉
大
学
園
芸
学
部

定

員
先
着
百
五
十
人
　
費
用
無
料

惠
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

も
）
を
記
入
し
て
、
千
葉
大
学
園
芸

学
部
生
物
生
産
科
学
科
・
藤
井
岡
昔

沺
・
００
８
戸り
リ
ヘ

緊

急

地

域

雇

用

特

別

基

金

事

業

（
就

労

支

援

委

託

講

座

）
「

日

商

簿

記

三

級

受

験

講

座

」

1
1
月
１
日
～
平
成
1
2
年
２
月
1
4
日

の
毎
週
月

・
木

曜
日

〔
祝
日

と
毎
月

第
三
木
曜
日
・
１
月
３
日
を
除
く
、

全

干

四

回
〕

午
前
1
0
時
～
正

午

会

場
勤
労

会
館

対
象

車

内
在

住
で

資

格
を
取

得
し

、
就

業
を
望

む
全

回

出

席
で

き
る
人

（
学

生
不
可

）
　

定

員
三
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料
（
テ

キ
ス
ト

代
実

費
）

圃
1
0
月
1
5
日

蚩

〔
消

印
有
効

〕
ま

で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年

齢

・
電
話
番

号

・
返

信
用

あ
て

名

・
簿
記
講
座
受
講

希
望

と
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸
市
根

本
三

八

七
の
五

松
戸
市

役
所

商
工
観

光
課

労

政
係

（

昔
莇
・
7
3
2
7

）

へ

お
知
ら
せ

東

葛

飾

地

方

中

学

校

駅

伝

競

走

大

会

の

交

通

規

制

を

実

施

1
0月
1
6
日
出

〔
荒
天

の
場

合

は
1
8

囗

側
〕

野
田
総

合
公

園
陸

上
競
技

場

～
松

戸
間

の
十
区

間

（
3
2・
４

ご
）

の
駅

伝
コ
ー
ス
を
交
通

規
制
し
ま
す

。

規
制
時
間

午
前
1
0
時
5
0
分
～

午
後

Ｏ

時
3
0分
　

規

制
区

間
八
区

＝
小

金

北

中
正

門

～
広

徳
寺

～
松

本
清
記

念

館

～
大
谷

口
陸

橋
～
小

金
中

入
口

九
区

＝
小

金
中
入

口
～

新
松

戸

ダ
イ

エ
ー
～
馬

橋
立

体
人

口
交
差

点
～

栄

町

六
丁
目

（
ゆ
り

の
き
通

り
）
　

十

区

＝
栄
町

六
丁

目
～

栄
町

一
丁

目

～

県

道
松
戸

野
田

線
ｙ

古

ケ
崎
南
小

通

り
上
二
郷
有
料
橋
下
～
江
戸
川
沿
い

県
道
～
中
部
小
学
校
前

圜

保
健
体

育
課

体
育

係
容

鰯
・
７

４

東

松

戸

病

院

眼
科

外

来

の

休

診

休
診
日
1
0月
７
日

本
・
８
日
吻

鬩
市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

公
沺
・
5
5
0
0

秋
ま
つ
り
イ
ン
ー
サ
ン
ロ
ー
ド

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

募

集

1
0月

が一
日

㈲

〔
雨
天

中

止
〕
午

前

1
0時
3
0
分
～

午
後
３

時
3
0分

会

場

サ
ン

ロ

ー
ド
五
香
商

店
街
内

Ｄ
０

０

Ｙ
Ａ

（
ド

ゥ
ー
ヤ
）

前

対

象
二
十

歳
以

上
の
個

人
お
よ

び
団
体
　

区
画

数
二
十

五
区
画

（
一
区
画

は
二
片
四

方
）
　
費
用
一
区
画
五
百
円
（
駐
車

場
利
用

は
別

途
七
百

円
）

圃
1
0
月
1
0
日
冊

午
前
1
0
時
～

正
午

の

間
に

、
住
所

・
氏
名

・
電
話

番
号

・

主
な

出
品
目

を
記
入

し
た
用

紙
を

持

っ
て
直

接
、

サ
ン

ロ
ー

ド
五

香
商

店

街
振

興
組
合

へ

圃

サ

ン
ロ

ー
ド
五
香

商
店
街

・
野
村

昔
誣

・
2
9
2
9

（
月

・
水

・
木

・

金
曜
日
午
五回
1
0時

匐
分
～
午
後
４
時
）

市

立

病
院

眼

科
外

来

の

休

診

休
診
日
1
0月
８
日
次

黯
市

立
病
院
眼
科
外
来
昔
3
6
3
・
2
1

7
1
内
線
り乙
１
０
戸ｂ

ビ

デ

オ

カ

メ
ラ

撮

影

講

座

～

撮

影

・

編

集

か

ら
発

表

ま

で

①
1
0月
1
6日
出
午
前
1
0時
～
午
後

４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ

ン
タ
ー
ほ
か
　
内
容
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

デ

ィ
レ
ク
タ
ー
・
松
本
豊
美
氏
の
指
導

に
よ
る
撮
影
講
習

対
象
初
心
者
か

ら
上
級
者
ま
で
　
持
ち
物
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
あ
る
人
は

編
集
済
み
の
作
品
も
）

②
1
0月
1
7日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ

ン
タ
ー
　
内
容
自
分
の
作
品
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
表
す
る
方
法
と
そ

れ
を
前
提
と
し
た
作
品
づ
く
り

定
員
①
②
と
も
各
二
十
人
　
啓
用

①
②
と
も
無
料

圃
1
0月
６
日
伽
午
前
1
0時
か
ら
、
電

話
で
森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン
タ
ー

登
韶
・
5
0
5
0

へ

千

葉

県

最

低

賃

金
の

改

正

1
0
月
１
日
か
ら
県
内
の
す
べ
て
の

使
用
者
・
労
働
者
（
パ
ー
ト

ー
ア
ル

バ
イ
ト
等
も
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

地
域
別
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

日
額
・：
五
千
三
百
二
十
九
円

時
間
額
：
六

百
六
十
七
円

鬪
千
葉
労
働
基
準
局

昔
0
4
3
・
Ｓ
・
４

青
年

海

外

協

力

隊
募

集

説

明

会

Ｈ
月
１
日
菲
午
後
６
時
丿
分
～
８

時

丿
分

会
場
勤
労
会
館

対
象
二

十
歳
以
上
三
十
九
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
の
人

※
派
遣
期
間
は
二
年
間
で
す
。

醫
国
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部

昔
砌

・
韶
・
7
7
7
0

一

〇

一

〇

「

せ

ん

と

う

」

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

入

浴

デ

ー

1
0月
1
0
日

㈲
午
後

４
時
～

Ｈ
時

会
場

市
内

の
公

衆
浴
場

午

三

施
設

）

入
浴

料
大

人
百
円

・
小

学
生
五

十
円

・
幼
児

無
料

※
収
益

は
松
戸

市

へ
寄
付

鬪

松
戸
市

公

衆
浴
場

組
合
（
末

広
湯

）

登
圓
・
７
ｎ
／】Ｏ

Ｉ

11
※タイ トル が色刷 り のも のは 、市 等 の主催 です 。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1111　 、

‘ 代 表FAX は … …363-3200　 ’

（松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す ）

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……httｐ://ｗｗｗ.intership.ｎｅjｐ/matsudo/
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催

し

物

千

葉

県

消
防

音
楽

隊

フ

ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

県
下
十
九
市
町
村
の
消
防
音
楽
隊

が

】
堂
に
会
し
、
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
華
麗
な
演
技

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

1
0月
2
2日
窗
午
前
９
時
丿
分
～
午

後
３
時
1
5分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1

費
用
無
料

問
消
防
局
消
防
音
楽
隊
・
太
田

昔
沺

・
1
1
1
1

内
線
2
1
6

1
0月

の

「
星

空

観

望

会
」

1
0月
2
3日
出
午
後
６
時
～
８
時

丿

分

会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
と
屋
上
　
内
容
星
空
解
説
・
天

体
望
遠
鏡
で
星
を
観
望
〔
雨
天
・
曇

天
時
は
室
内
で
星
空
解
説
等
〕
　
定

員
先
着
八
十
人
　
費
用
無
料

圉
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

昔
沺
・
1
2
3
7

へ

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

稍一
月
2
1
日

㈲
午

前
1
0
時
～
午

後
２

時

〔
雨

天

の
場
合

は
3
1日

㈲
〕
　

会

場
松
戸

市

ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ

ー
多

目

的

広
場

（
高
柳
新

田
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
原
く
だ
さ
い
。

圜
環

境
部

計
画
課

昔
莇

・
7
3
3
2

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

1
0月
2
3
日
出

午
前
1
0
時

～
午

後
４

時
会
場
ふ
れ
あ
い
2
2
（
健
康
福
祉

会

館
）
　

内
容

松
戸
市

精

神
障
害

者

家

族

会
土
曜
会
会
員
に
よ
る
相

談
（
秘

密
厳
守

）
　
対
象
「
こ

こ

ろ
の

病
」
の

人
を
抱
え
る
家
族
　
費
用
無
料

※
同
日

・
同

時
間

に
、
電

話
相

談
を

行

い
ま
す

（
こ

こ
ろ

の
家

族
相
談

室
直

通

公

韶
・
5
5
5
1

）
。

※
毎
月

第
三

土
曜
日

に

、
相

談
を
受

け
付

け
（
今

月

の
み
第
四

土
曜

旦

嚮
松

戸
市
精

神

障
害
者

家
族

会
土
曜

会

・
武
井

昔
屁
・
8
2
1
5

市

民

に

よ

る

水

と

み

ど

り

と

歴

史

の

回

廊

づ

く

り

推

進

プ

ラ

ン

発

表

会

Ｈ

月
1
3日

出
午

後
２

時
～

５
時

会
場

京
葉

ガ
ス
松

戸
Ｆ

ビ
ル
三

階

内
容

市
民
チ

ー
ム
活

動
の
中
途

成
果
、

千
葉

大
学

園
芸

学
部

学
生
チ

ー

ム
の

提
案

等

の
発
表

定
員
先

着
二

十
人

費
用
無
料
（
資
料
代
実
費
）

圃

稍一
月
1
2日

㈹

ま
で

に
、

フ
ァ

ッ
ク

ス

で
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
連

絡
先

を
記

入
し

て
、

松
戸

ま
ち

づ
く
与

父

流
室

事

務
局

叫
沺

・
6
1
1
2

（

登

鰯
・
6
1
1
3

）
　へ

期 日 会 場 時 間 プログラム

10/7困 二十世紀が丘市民
センター 午後3時～∠1時

アニメーション
人形劇

8銜 馬橋東市民センター

13㈲ 図書館本館 午後3時30 分
～4 時

絵本ほか

14困 小金北市民センター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇15銜 八柱市民センター

2(吠 小金分館 午後3時～3時
30 分

絵本ほか

20㈲ 野菊野こどもホール午後2時30分
～3 時30分

紙芝居ほか

21困 東部スポーツパーク
午後3時～∠1時

アニメーション

人形劇22銜 八ヶ崎市民センター

27㈲ 図書館本館 午後3時30分
～4時
絵本ほか

28困 五香市民センター

午後3時～4 時
アニメーション

人形劇
11/4 倒 馬橋市民センター

縦 古ケ崎市民センター

対象3 ～9 歳　 費用 無料

※図書館利用カードをお持ちになれば、本借りられます。

※電話 でお 話し が 聞ける 「で んわお はな し 牛 ヤラ バン 」

昔3 刀 －0000 も ご利 用 ＜ださ い 。

固］市立図 書館o365 ―引 巧

ビ

デ

オ
シ

ア

タ

ー
「

ス

タ

ー
ト

ラ

イ
ン

」

1
0月
Ｓ
日
火
午
後
２
時
～
４
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ
ど

内
容
男
性
が
生
き
方
を
見
直
し
、
家

庭
や
地
域
社
会
と
の
関
係
を
築
き
始

め
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ビ
デ
オ
の

観
覧
と
意
見
交
換
の
会
　
費
用
無
料

※
保
育
（
お
や
つ
代
等
三
百
円
）
が

必
要
な
場
合
は
、
1
6日
出
ま
で
に

電
話
で
中
里

昔
屁
・
9
1
6
0

へ

鬪
ま
っ
ど
女
性
会
議
・
浪
越
登
謁
・

朗

読

を

き

く

か

い

1
0月
1
3
日

水
午
前
1
0一
時

～
Ｈ
時

丿

分

会
場

ふ
れ

あ

い
2
2
（
健

康
福

祉

会

館
）
　

内

容
松

戸
朗

読
奉

仕
会
会

員

に
よ

る
朗
読

「
朝

日
新

聞
よ
ひ

夫

婦

の
事

件
簿

～
月
下

氷
人

」
ほ

か

対
象

障

害
者
手

帳
を
持

っ
て

い
る
人

・
そ

れ
に
準
ず

る
人

（
付

き
添

い
人

と
一
緒
の
参
加
も
可
）
　
費
用
無
料

圃

電
話

ま

た
は

フ
ァ

ッ
ク
ス

で
住
所

・
氏
名

一
年

齢

・
障
害
等

級

・
連
絡

先

を
記

入
し

て
、

ふ
れ

あ

い
２

（
健

康
福
祉

会
館

）
障

害
者
福

祉

セ
ン

タ

１

昔

韶
・
7
1
1
1

叫
3
8
3・
7
8
1

0
へ

市

民

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ダ

ン

ス

パ

ー
テ

ィ

ー

（
松

戸

市

文

化

祭

）

1
0
一
月
3
1
囗
韭
午

後

５
時
3
0分

～
８

時

丿
分

会
場
森

の
ホ

ー
ル
2
1

内

容
社
交

ダ
ン
ス
　

費
用
五
百

円

※
1
0月
５
日

㈹
か
ら
社

会
教

育
課
窓

囗
で
先

着
百
人

に
入

場
引

換
券

を

配

布
し

ま
す

（
一
人

四
枚

ま
で
）
。

醫
松

戸
市

社
交

ダ
ン

ス
協
会

・
山

田

登
誣

。
４
ｒａ
７
０
び

金

曜

デ

ッ

サ

ン

会

作

品

展

1
0月
1
9
日

㈹
～

財一
日

韭
午

前
1
0
時

～

午
後
６

時

（
初
日

は
正

午

か
ら

、

最

終
日

は
午
後

４
時

ま
で
）
　

会
場

文
化

ホ

ー
ル
　

内

容
人

物

デ
ッ
サ

ン

．
を

中
心

に
油
絵

・
日

本
画

・

パ
ス
テ

ル
画
・
版
画
等
を
展
示
　
費
用
無
料

牋

金
曜

デ
ッ
サ
ン
会

・
井
代

昔
詬

・

2
8
1
1

（
夜

間

の
み
）

松

戸

交
通

安

全

母
の

会
「
交
通

遺
児

援

護

バ
ザ

ー
」
品

物

を

募
集

1
1月
３
日
籌
に
市
民
会
館
で
行
う
「
交
通
遺
児
援
護
の
た
め
の
バ
ザ
ー
」

へ
、
品
物
（
大
人
の
古
着
は
不
可
）
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
収
益
金
は
交
通
遺
児
招
待
旅
行
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

懇

安
全
課
庶
務
係

昔
3
6
6
・
7
3
4
1

フ

ラ

ン

さ

ん
と

浩

子

さ

ん

の
お

は

な

し

会

1
0月
1
5囗
奕
午
前
1
0時
～
1
1時
誚

分

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

定

員
先
着
百
人
　
費
用
千
円

圉
電
話
で
風
の
子
サ
ー
ク
ル
・
保
坂

登
剔
・
0
6
4
7

へ

Ｈ
Ｒ

松

戸

話

し

方
コ

ン

テ

ス

ト

大

会1
0月
1
7日
㈲
午
後
１
時
～
５
時

龠
璢

馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

テ
ー
マ
に
そ
っ
て
三
分
間
ス
ピ
ー
チ

費
用
無
料
（
出
場
者
は
五
百
円
）

醫
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し
方
研
究
会
・
西
田

昔
3
9
1
・
１
４
にＪ
９
り

手

賀

沼

浄

化

フ

ェ

ア

1
0
月
3
1
日
㈲
午
前
1
0
一
時
～
午
後
４

時

会
場
手

賀
沼

親
水

広
場

内

容

①
講

演
会

・
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン
　（
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー

ド
）

②
環

境

い
ろ

い
ろ

展

旦

手
賀
沼

船

上
見

学
会
ほ

か

定

員

①
当
日

先
着
二

百
人

③
先

着
百

人

（
電
話
で
申
し
込
み
）
　
費
用
無
料

圃
千

葉

県
手
賀

沼
親

水
広
場

登
０
４

７

１
･
　５
５
　
･　
O
l
O［ａ
にＪ

チ

ャ

レ

ン

ジ

ク

ラ

ブ

（
後

期

）

Ｈ
月

～
３
月

の
①

第
一

土
曜
日
午

後
２
時

～
４
時
②

第
三
土
曜

日
午

後

２
時
～

４
時

会
場

①
市
民

会
館

②

常
盤
平

児
童
福

祉
館
　

内

容
ゲ

ー
ム

・
工

作

・
野
外

活
動

な
ど
　

対
象
小

学
二
年

～
六
年

生
　

定
員

各
十
八
人

（
抽
選
）
　
費
用
材
料
費
七
百
円

※
前
期

登
録

者
の
申

し
込

み
は
不

可

匣
1
0
月
1
5
日

糜

〔
必
着
〕

ま
で

に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・
学
年

・
返

信
用

あ
て
名

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
1
2
2
6
6
松

戸
市

常
盤
平

西
窪

町

匸

一
常

盤
平
児

童
福

・
祉
館

（
昔
3
8
7・
３

３
２
０

、
月

曜
休

館
）

へ

つ

く

し

バ

ザ

ー

Ｈ
月
1
2日
溺
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
県
立
つ
く
し
養
護
学
校

※
物
品
の
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

圜
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

音
3
1
1

・
0
1
2
3

（
土
・
日
曜
日
を
除
ぐ

午
前
９
時
～
午
後
２
時
）

市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

1
0月
2
3
日

出
午
後
1
0一
時
千

葉

銀
行

｀

松

戸
支

店
一
剛
集
合

、
2
4日

面
午

後
８

時
帰
着
予
定
〔
雨
天
決
行
〕
　
会
場

北
八
ヶ

岳
天

狗
岳

対
象

中
学
生

以

上
　
定
員
先
着
三
十
人
　
費
用
一
万

二
千
円
（
交
通

費

・
保
険
料

を
含

む
）

圉

電

話
で
松

戸
市

山
岳

協
会

・
高
橋

容
χ

・
1
7
8
4

へ

借

地
借

家

の

無

料

相

談

1
0月
1
3日
團
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

醫
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

登

詬
・
3
5
4
8

21世紀の森と広場パークセンター催し物

バ

ス

ハ

イ

ク
松

戸

の

文

学

散

歩

Ｈ
月
４
日
米
午
前
９
時
Ｊ
分
市
立

図
書
館
本
館
前
集
合
〔
雨
天
決
行
〕

午
後
Ｏ
時
3
0分
帰
着
予
定
　
コ
ー
ス

矢
切
の
渡
し
～
野
菊
の
墓
文
学
碑
～

子
和
諧
水
～
東
漸
寺
ほ
か
　
定
員
二

十
五
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
1
0月
1
6日
出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
返
信
用
あ
て
名
を
記

入
し
て
、
干
2
7
1

－
0
0
9
2

松
戸
市

松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図
書
館
市
民
講

座
係
（
昔
莇
・
5
1
1
5

）
へ

県

政

教

室
（
無

料

バ

ス

ツ

ア

ー

）

Ｈ
月
1
8
日
米
　
見
学
先
か
ず
さ
ア

カ

デ
ミ

ア
パ

ー
ク
と
①

コ

ー
ス

＝
青

葉

の
森
公

園
ほ

か
②
③

コ

ー
ス

＝
東

京
湾

ア

ク
ア
ラ

イ
ン
　

集
合

場
所

①

西
船

橋
駅

南
口

②
東

葛

飾
合

同
庁

舎

⑤
柏
駅
西
口
　
対
象
県
内
在
任
の
成

人
定
員
①
百
五
十
人
②
③
各
百
人

圃
1
0
月
2
6
日
天
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
で
二
人
ま
で
）

に

応
募
者

全
員

の
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
希

望
コ

ー
ス

命

Ｖ

③

）
　・
電

話
番

号

・
返
信

用

あ
て
名

を
記
入

し

て
、

〒
2
7
1
－
8
5
6
0

松

戸
市
小

根

本

七
東
葛

飾
地
域
県

民
セ
ン
タ
ー
「
県

政
教
室

係
」（
昔

莇
・
3
0
0
8

）
へ

行 事 名 日 時 講 師 対象/定員

みどりの講習会｢ ハープ( 香

味野菜)と食用花(エディブ

ルフラワー｣

10/17(1日)午後１時

30分～3時30分

ジャパンハープソサエ

ティー村越雅代氏
45人

こども自然体験
10/230) 午後１時

30 分～3時30 分

自然解説員・前園泰

徳氏、村中孝司氏

小卜 小6

20人

園芸教室「11 ･ 12月の園芸

作業」

10/24fl日》午後１時

30分～3 時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

森のクラフト教室「みのり

の秋をつめた額絵作り」

11/ 3竕午後１時

～4 時
坂本政美氏 28人

こども手づ< リ教室「どんぐ

りや木の実を拾って作ろう」

11/ 7(日汗 前11時

～午後3時

環境教育インストラ

クター・仁井雄治氏

小1～中3

25人

園芸教室「家庭菜園～冬の

手入れ」

11/1  Oft)午後１時

30分～3 時

みどりの相談員

小林喜代次氏
40人

みどりの講習会｢ 栽培に役

立つ鉢の選び方｣

11/14(1日)午後IE持

30分～3時30分

グリーンコーディネ

ーター・吉田幸夫氏
45人

費用無料（ただし 、「森のクラフト教室」は材料費600 円が必要）

匝］電話でパークセンターQ345一8900へ（各先着順）

移
動
児
童
館
「
後
期
・
親
子
で
遊
ぼ
う
会
」

1
1月
～
３
月
の
各
曜
日
（
左
表
）

内
容
①
②
児
童
厚
生
員
の
指
導
の
も

と
で
保
護
者
に
よ
る
企
画

や
集
団
遊

び
・
体
育
遊
び
㈲
児
童
厚
生
員
と
ゲ

ー
ム
・
工
作
等
で
遊
ん
だ
り
、
自
分

た
ち
で
遊
び
を
楽
し
む
　
費
用
無
料

※
①
の
み
申
し
込
み
制
。
前
期
登
録

者
は
申
し
込
み
不
可

。

後期・親子で遊ぼう日程表

圃
1
0
月
1
2
日
天

〔
必
着

〕

ま
で
に

、

往

狠
（

ガ
キ

（
一
世

帯
一
通

ま
で

）

に

希
望

会
場
名

・
住
所

・
電

話
番

号

・
参
加

者
氏
名

（
親
子

）
　・
生
年

月

日

・
返

信
用

あ
て
名

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
－
2
2
6
6

松

戸
市

常
盤
平

西

窪

町

匸

一
常

盤
平
児

童
福

祉
館

（
登

Ｘ

・
３

３
２

０
、

月
曜
休

館
）
　へ

曜日 時 間 会 場 対象 定員

火
午前10時～11

時

小金原市民セ

ンター
①
25人

(抽選)

火 午後2時～3時
古ヶ崎市民セ

ンター
①
25人

(抽選)

水
午前10 時30分

～11 時30 分

野菊野こども

ホール
②

水
午後1時～4時

30 分

野菊野こども

ホール
③

水
午前10 時～11

時

常盤平児童福

祉館
①
20人

(抽選)

木
午前10 時～11

時

常盤平児童福

祉館
②

木
午前10 時～11

時　　　 ・
運動公園 ②

木 午後2時～3 時
小金市民セン

ター

②

金
午前10 時～11

時

六実市民セン

ター
②

ス
ポ
ー
ツ

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器
操

作

講

習

会
1
0月
1
3日
團
午
後
１
時
丿
分
～
３

時
丿
分
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
対
象
十
六
歳
以
上
の
人
(
三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先

着
二
十
人

持
ち
物
運
動
着

・
上
履

き
費
用
無
料

惠
電
話
で
青
少
年
会
館

音
3
4
4
・
8
5

5
6
へ
　
　
　
　
・

秋

季

体

育

祭

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会
Ｈ
月
３
日
午
前
8
時
3
0
分
受
け

付

け

、
９
時
試

合
開

始
　

会
場
栗
ヶ

沢
公
園

庭
球

場
　

種
目

男
女

Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

ラ
ン

ク
別

と
四

十
五
歳

以

上
　

ル

ー
ル
国

際
ル

ー
ル
　

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

・
在

学

・
在

ク
ラ

ブ

の
人
　

費
用

一
チ

ー
ム
二
千
円

圃
1
0
月
1
5日

吻

〔
必
着
〕

ま

で
に
所

定

の
振
込

用
紙
で

醫

松
戸
市

ソ

フ
ト

テ

ニ
ス
連
盟

・
小

倉

昔
詬
・
0
8
9
9

体育指導委員のスポーツ教室

対象①は平成8 年4 月２日～9 年4 月１日生ま

れの子と保護者　②は○歳～就学前児童　 ③

は幼児や小学生など18 歳未満の人

※口勁)の定員はありません( 自由参加)。

行事名　゛ 日 時 会 場 問い合わせ

グラウンドゴル

フ教室

10/9C土)

午前9時～正午

八ヶ綺第二

小学校校庭

泉

登343-99ﾜ9

グラウンドゴル

フ教室

10/17(1日）

午前9時～正午

新松戸西小

学佼校庭

楠井

登3∠13-2635

体力テスト　、
10/17(1日)

午前9 時～正午

新松戸西小

学校体育館

香川

登3∠13-5580

持ち物鉛筆(グラウンドゴルフのみ)費用100円(保険料)

圉当日各会場で

バ

ド
ミ

ン

ト
ン

秋
季

体

育

祭

Ｈ
月
３
日
㈲
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
種
目
男
女
各

ダ
ブ
ル
ス
一
部
～
四
部
　
対
象
車
内

在

任
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
費
用
登

録
者
千
二
百
円
・
未
登
録
者
二
千
円

匣
1
0月
1
8日
囲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
振
込
用
紙
ま
た
は
現
金
書
留

で
、
干
2
7
0
1
0
0
1
3松
戸
市
小
金

き
よ
し
ケ
丘
三
の
二
の
一
佐
藤
豊
志

（
昔
誣
・
5
5
9
6

）
　へ
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七

宝

に

託

す

美

へ

の

憧

憬

優

れ
た

伝
統

の
技

を
伝
え

る
工

芸

作
品

が

一
堂
に

会
す

る
「
日

本
伝

統

工

芸

展
」
。
七
宝

焼
き

作
家
で

あ

る
小

倉

園
子

さ
ん

は
今
年

、
こ

の
工

芸

展

本

展

に

見

事

五

回

目

の

人

選

を

果

た

し

た

。

昨

年

は
日

本

伝

統

工

芸

展

の
部

会

展

で

東

京

都

教

育

委

員

会

賞

を

受

賞

、

ま

た

本

展

で

四

回

入

選

し

た

実

績

か

ら

日

本

工

芸

会

の

正

会

貝

に
認

め

ら

れ

る

な
ど

近

年

目

覚

し

い
活

躍

を
し

て

い
る
。

小
倉
さ
ん
が
七
宝
焼
き
を
始
め
た

の
は
十
一
年
前
だ
が
、
最
初
は
単
に

趣
味
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
趣
味
は

木
目

込

細
工

や
金
工

、
作

曲
ま

で
と

幅
広
く
、
自
分
が
美
し
い
と
思
う
も

の
を
形

に
で

き
る

表
現
方

法

を
探
し

て

き
た

。
数

あ
る

趣
味

の
一

つ
だ

っ

た

七
宝

焼
き

が

を
さ

し
、

窯
で

焼
く

。
こ

の
工

程

を

四
～
五

回

繰
り
返

す

。
平
ら

に

な
っ

た

ら
全

体

に

磨
き
を

か
け
て

七
宝
は

出
来
上

が
る
。
一

つ

の
作

品

が
完

成

す

る
の
に

三
ヵ
月

は

か
か

る
。
緻

密

さ

が
要

求

さ
れ

る
作
業

で
あ

る
。

文

様
に

つ

い
て
は

、
亀
甲

や
菱

つ

な

ぎ
と

い
っ
た
日

本

古
来

の
型

を
は

ず

さ
な

い
。
し

か
し

、
伝

統
工

芸

に

お

い
て
も

個
性

や
独
自

性

が
求

め
ら

れ

る
。
和

の
文

様

が
織
り

な
す

伝
統

美
を
損
な
わ
ず
、
さ
ら
に
作
品
に
華

や

か
さ

を
与
え

ら

れ
る
手
法

は

な

い

か

。
そ
こ

で
思

い
つ

い
た

の

が
銀

の

平
角

を

カ
ッ
ト

し
て

象
嵌

す

る
こ
と

だ

っ
た

。
こ

の
平

銀
象
限

と
呼

ば

れ

る
独
自
の
技
法
と
、
日
本
古
来
の
文

様

を
生

か
し

つ

つ
も

現
代

的
に
ア
レ

ン

ジ

さ
れ
た

デ
ザ
イ

ン
、
そ

し

て
確

か

な
技

術
と

が
あ

い
ま

っ
て

、
小
倉

さ

ん

の
作
品

は
、
品

格

の
あ

る
華

や

か

さ
と

い

っ
た
風

情
を
た

た
え

る
。

「
胎
を
見

る
と

作
品

の

デ
ザ
イ
ン

が
自

然
に
浮

か
ん

で
く

る
」
と

言
う

小
倉
さ
ん
。
そ
の
豊
か
な
感
受
性
は

ど

こ
で

養

わ
れ
た

の
か

。「
打
ち

込

ん

だ

い
ろ

い
ろ
な
趣

味
。

大
好

き
な
蘭

栽

培

。
今
ま

で
学

ん
だ

こ
と

経
験
し

ラ
イ

フ

ワ

ー
ク

と
な
っ
た
の
は
、

日

本
伝

統
工
芸

展

を

観

た

時

。

匕

宝

焼
き

の
表

現

の
多

様
性

に

衝

撃

を

受

け

、

「
七

宝

焼

き

な

ら

自
分

の
求

め

る
美
を

精
密

に

表

現

で

き

る

」

と

感
じ

た
。

小
倉

さ

ん
の

作
品
の
技
法
は
、
有
線
七
宝
。
銀
製

の
「
胎
」
と
呼
ば
れ
る
原
型
に
厚
さ

∵
一
ﾐ
ﾘ
の
銀
線
を
下
絵
に
沿
っ
て

接
着
し
、
間
に
ガ
ラ
ス
粉
末
の
釉
薬

千 駄堀土屋家 寄贈資料展

た
こ

と

、
す

べ
て
私

に
と

っ
て

の
美

の
吐

界

を
構

築
す

る
要

素

で
す

。
無

駄

に
な

っ
た
こ

と

は
一
つ

も
な

い
で

す
ね

」
。

「
今

後
も
日

本
古

来

の
図
柄

を
生

か
し
た
文
様
を
ベ
ー
ス
に
、
自
分
の

内
面
か
ら
出
て
く
る
イ
メ
ー
ジ
の
表

現

を
深

め
て

い
き

た
い
」

と
小

倉
さ

ん
の
創

作
意

欲
は
と

ど
ま

る
こ
と

を

知

ら
な

い
。

上
本
郷
在
住
）

展
示
期
間

（
前
・
後
期
で
全
資
料
展
示
替
え

）

前
期
：
1
0
月
９
日
出
～
１
１
月
7
日
日
（
季
節
・
場

所
柄
に
よ

っ
て
着
分
け
た
着
物
な
ど
を
展
示
）

後
期
厶
1
1
月
1
1
日
㈲
～
1
2
月
1
2
日
⑤
（
布
団
な
ど

繕
い
を
し
た

資
料

な
ど
を
展
示
）

時
間
・
＝
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
5
時
（
入
館
は
午

後
4
時
3
0
分
ま
で
）

会
場
…
博
物
館
企

画
展
示
室

観
覧
料

…
無
料
（
常
設

展
示
観
覧
料
は
有
料

）

圃
市
立
博
物
館
ａ
3
8
4
・
8
1
8
1

七五三祝着

博

物

館

で

は

、
市

内

の
旧

家

か

ら

、

十

蔵

・
長

屋

門

に

し

ま

わ

れ

て

い
た

着

物

、

布

団

な

ど

の

寄

贈

を

受

け

ま

し

た

。

総
点
数
五
百
六
十
二
点
に
も
及
ぶ

こ

れ

ら

の

資

料

は

、

美

術

工

芸

品

と

し

て

の
資

料

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

、

市

域

の

旧

家

で

使

用

さ

れ

て

い

た

着

物

、

布

団

の

一

括

資

料

で

あ

り

、

貴

重

な

も

の

で

す

。

特
に
そ
の
中
の
着
物
資
料
二
百
七

十

五

点

は

、

場

所

柄

に

応

じ

て

着

分

け

ら

れ

る

木

綿

物

、

絹

物

な

ど

の
長

は
ん
て
ん
　
じ
ゅ
ば
ん

着

・
羽

織

・
浴

衣

・

半

纏

・
襦

袢

・

袴

が

そ

ろ

っ

て

い
ま

す

。

ま
た
、
男
物
長
着
七
十
一
点
は
、

当
時
の
着
物
が
ほ
ぼ
完
全
に
残
さ
れ

た

と

考

え

ら

れ

て

お

り

、

綿

入

れ

・

袷

・
単

衣

・

麻

物

な

ど

季

節

に

よ

り

日

常

着

の

衣

替

え

が

行

わ

れ

て

い

た

第４６回日本伝統工芸展で入選

小倉園子さん女物羽織

こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

着
物
以
外
で
は
、
客
用
の
そ
ろ
い

の
布
団
の
ほ
か
に
、
家
族
が
使
用
し

て
い
た
掻
巻
布
団
が
残
さ
れ
、
そ
の

継
ぎ
当
て
だ
ら
け
の
状
態
は
、
当
時

の
繕
い
、
仕
立
て
直
し
な
ど
の
様
子

を
直
に
表
す
資
料
で
あ
り
、
物
を
大

切
に
し
、
使
い
回
し
を
し
て

い
た
当

時
の
生
活
を
示
し
て

い
て
興
味
深

い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

相談名 期　日 時　 間 会　 場 圖 相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室

市民相談
室366
・731
9一般相
談　金銭
・身の上
・相続・
離婚等の
家庭問題
の相談

人権相談

第1 ～第4 金曜 日
－-一一　‥- 一一一一

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅ千ー葉
地方
法務
局松
戸支
局市
援護
課庶
務係

交通事故 午前9時～午後5時 次回は11/1㈲ 馬 橋支所

5臾
一一一一
六 実 支 所

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ

｜
ナ１

一一一 5火 小金支所
第1月曜日 午前9時～正午

6素5 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 6啝

一一 ‥ －一
新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分
_＿ ＿
7休） 小金原市民センター

行政相談 第2･ 第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

w丶●

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ社会
福祉
協議
会

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 次回は11/1(月) 馬 橋支所

5㈹ 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

5(火) 小 金支所
労働相談 第1第3月曜日 午後1時～5時　｜ 商工観光

課労政係
6團・20啝 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(55361-4089)でも行っていますo 6(水)・20冰) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

次回は11 /2W

午前10時～午後3時

常盤平支所
国民年金
課摘要係
左記以外
の日は国
民年金課
366・
7352

一一一一一一
7床 ・21 困 小金原市民センター

耿 小 金支 所 痴ほう介護相談(予約制) 22 窗 午後1時～3時 社会福祉協議会
一一一

8 窗 －‥ －一一‥小 金原 支所
ゆ う まつ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性 センタ ー

( 相 談 室直通)

0363-0505

－　--　一一一 一
12(火)

一一一一　一
馬 橋 支 所 第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時-‥ ‥ 一一一一 一一一一一

15( 金) 六 実支 所
女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時‥ 一 一一一一一一一

19 ㈹ 新松戸支所
パ ー ト 労 働

悩みご と相談
似）

午後1時30分～
午後4時30分

女 性センタ ー

S364-877822 蚩
一 一一一 ‥
矢 切 支 所

26 火 東 部 支 所 就学相談( 予約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)
S366-7600

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活センター
H365-6565

教育 相談( 予約制)

青 少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年センタ ー

S363-7867
子育 て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所Q367―4646

六高台保育園Q394-5590 青 少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年センタ ー

Q366 ―7464※倖掌理fや366-7366　商工観光課f9366一7327

救急医療体制

◆テレホン案内サービス

]当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

昔366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368 ―3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

O365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

今回入選作品｢ 有線平銀象嵌七宝千花亀甲文長方飾箱｣

日
時
…
1
0
月
2
3
日
出
午
後
６
時
3
0
分

会
場
・：
森
の

ホ
ー
ル
2
1

出

演
・：
東
京

楽
所

（
と
う

き
ょ
う
が

く
そ

）

曲

目
・：
管
絃
「
三

臺
塩
急

（
さ
ん
だ
い

の
き

ゅ
う
）
」
・
舞
楽
「

納
曽
利
（

な
そ
り
）
」
ほ

か費
用
・：
三
千
五

百
円

・
高

校
生
以
下
千

八
百

円

（
全
席

指
定
）

践
森
の
ホ
ー
ル
2
1チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

昔
3
8
4
・

3
3
3
1

着物と

ひと

" - = ＝ ＝ ・ ＝ ＝ = =

あ
　
こ
　

が
　
れ

お気軽にご相談＜ださい10 月の相談あんない

夜具

雅楽

管弦と舞楽の夕ベ
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